
全国精神保健福祉会連合会公益社団法人

月刊みんなねっと（毎月１回１日発行）　通巻 131 号　2018 年３月１日発行　2007 年 7 月 24 日第三種郵便物承認 月刊みんなねっと　2018 年３月１日発行　2007 年 7月 24 日第三種郵便物承認

2018

全国の家族と家族会をつなぐ機関誌
＆最新の精神保健福祉情報誌‼
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tel 03－6907－9211 ／ fax 03－3987－5466
ホームページ　http://www.seishinhoken.jp

問い合わせ先

☆家族相談ハンドブック　Ａ４判・76頁・定価７００円（送料込）

【内容】家族による家族支援／精神障がい者の状況／精神障がい者家族の状況／家族相談の
意義と特徴／家族相談の目標／家族相談の留意点／相談実習の進め方／家族相談の方法／
新しく家族相談事業を立ち上げたいときは／家族相談員の養成／家族相談の事例

家族相談のテキストができました！　家族会からの注文は1冊500円に割引

☆家族会運営のてびき　Ａ４判・100頁・定価８００円（送料込）
家族会の設置から運営の仕方まで家族会の活性化に役立つ「てびき」ができま
した！　会報や案内パンフなどの見本の資料ページもあり、家族会とつながり
のある支援機関でもぜひご活用を！【内容】精神障がい者家族会とは／家族会
活動をおこなおう／運営・活動費（財政基盤）について／家族会の組織強化をし
よう／地域にとけこむ活動への積極的参加／新しい家族を家族会につなげよ
う／新しく家族会を立ち上げよう／支援者・関係者の方々へ／資料編

家族会からの注文は1冊600円に割引します

家族会員・支援者のための

精神疾患がある人や家族に役立つ出版物

社会資源ハンドブック
精神障がい者と家族に役立つ

改訂版

【内容】医療に関する制度／地域で生活するための支援／日中活動の
場、就労や復学の支援／経済的な支援を受けたいとき／財産の活用
や保護、法的な支援など／家族が情報を得る、相談できるところ

Ｂ５判・180頁・定価１４００円（送料込）

精神障がい者家族相談事例集 Ａ４判・112 頁
定価 1000 円
　（別途送料）
好評発売中‼

本書は、全国から寄せられた家族による相談事例の中から32事例を掲載しま
した。事例を、日常生活、医療、家族会、家族依存、地域連携、親亡き後、制度の七
つに分類し、それにコメントを加えた初めての家族相談事例集です。同じ家族
としての立場から相談にのり、情報を伝え、家族会につなげていく活動は家族
会の原点ともいえます。みなさんの活動に役立てていただければと思います。

家族相談の活動は家族会の原点です



みんなねっとのホームページではメールマガジンを発行しています ( 無
料 )。当会の活動だけでなく、各都道府県連の情報なども随時お知らせす
るメルマガになっています。ぜひ、ご登録ください。詳しくはホームペー
ジをご覧ください（「みんなねっと」で検索ください）。

「みんなねっと」の
ホームページをご覧ください

「みんなねっと」電話相談のご案内
TEL：03-6907-9212　受付時間：水曜日 10時～15時

※祝日と重なった場合はお休みです。※お昼（12時～13時）はお休みをいただきます。

☆メルマガ会員募集中（無料）☆
「みんなねっと」で検索！
http://seishinhoken.jp/

LINE公式アカウント【＠minnanet】

■友だち追加の方法
①ＱＲコードから
LINE アプリを起動し
「その他」→
「友だち追加」→
「QRコード」からQRコードを
読み取り「追加」をタップ
② ID検索から
LINE アプリを起動し
「公式アカウント」→ 虫眼鏡マー
ク → みんなねっと と検索し「追加」を
タップ

公式ツイッター【＠minnanet】

■フォローの方法
Twitter ページより
「＠minnanet」で検索
→プロフィールページへ行き、
プロフィール画像のすぐ下に
ある「フォローする」をタップ

ご登録！
お待ちしています

《編集理念の刷新について》
　昨年の 11 月 13 日に開かれた本誌の編集会議
では、平成 29 年度事業計画に基づいて平成 30
年４月からの本誌の編集のあり方についての検討
がなされました。
◆編集委員会の構成員
　現在の編集委員会は、谷安正氏（編集業者）、
飯塚壽美理事、小幡事務局長をはじめとするみん
なねっと事務局の職員、それに編集長の役をいた
だいている理事野村忠良で構成されています。
　いまのところ、このメンバーで月々の編集内容
を決めていますが、今後、様々な視点を取り入れ
るために、陣容を充実させてゆく予定です。
◆月刊誌みんなねっとの現状
①家族会の機関誌として
　これまでの月刊誌は、家族会につながった統合
失調やうつ病などの重い精神疾患をもつ当事者の
方々を支えているご家族を主な対象にして、精神
保健医療福祉の情報を伝えたり、ご家族や当事者
の方々が置かれている実態を手記にして掲載した
りという編集をしてきました。家族会内部の機関
誌という存在でした。
②発行部数の減少
　近年、問題となってきたのは本誌の発行部数の
減少です。「みんなねっと」誌は現在１万２千部
あまりで、この部数は月刊誌の発行をはじめ、み
んなねっとの安定した運営を維持する生命線に
なっています。
　減少傾向には、全国の家族会の衰退傾向が大き
く影響しています。高齢化した役員が引退し、新
しい家族の入会が少ない問題にもつながっている
のです。
③基盤としての家族会の衰退
　家族会は、50 年くらい前に、重い統合失調症
などの精神障害を有する方々の家族が、精神科病
院や地域で集まって立ち上げ発展してきました
が、現在では社会の様子が当時とはすっかり変
わっています。家族会に入らなくてもインター
ネットの普及で知識が自宅で簡単に得られるよう
になり、地域に精神科クリニックも増え、入院す
る患者数も日数も少なくなりました。
　そのために、いまどき家族会に入会する人は、
孤独感、不安感、家族の精神症状などのストレス
に耐えられない人や、診療のあり方等に疑問があ
るのに、どこに相談しても納得がいかなくて、よ
うやく家族会にたどり着いて安堵した人たち、し
かも地域の精神障害者の家族会という世間の偏見
の対象となる団体であっても入会を必要とする人

たちなのです。わずかな数の人でしかありません。
　一方で、家族会を支えてきた多くの古参の会員
たちは、高齢となり動けなくなって毎年抜けてゆ
きます。その結果、各地で家族会の解散が見られ
るようになりました。
　このことが、いま、月刊誌の購読者数に大きく影
響しています。高齢のために読めなくなったという
理由での購読中止の連絡が、たくさん来ています。
◆新しい月刊誌のあり方
　みんなねっとでは、この時節を捉えて月刊誌の
役割の転向を図ることが大切と考え編集員会を中
心に検討した結果、次のような方向が提案され、
取り組むことになりました。
　①一般市民の日常の精神保健・福祉状況のなか
に暮らす、一市民の立場にも立つ視点で編集する
ように努めます。そして、精神障害の当事者の家
族の実態も良く知っている実体験のある市民とし
ての立場から、②精神保健・福祉の面で、すべて
の市民にとってのより良い社会の実現に向けて有
益な情報を提供します。
　例えば新年度では、
＊家族とひとくくりにせず、多様な立場の状況を
　伝える
＊統合失調症圏のみならず、双極性や発達障害な
　ど広義の精神障害にもスポットを当てていく
＊就労などの働くことについての現状などにも目
　をむけます
＊声を発することが難しい児童生徒等の教育につ
　いて考える
◆リニューアルした月刊みんなねっと誌編集委員
　会の今後の使命
　編集委員会では、今後の使命を次のように考え
ています。
①社会の「偏見の除去」をはじめとする諸課題の
改善を進めるために、一般市民の立場に立つ
②社会の精神保健・福祉の課題を、一般市民自身
の課題として理解しやすく伝える
③読者と賛助会員を一般市民の精神保健・福祉に
関心のある人々の間にも拡大する
④この月刊誌を、日本の社会の精神保健・福祉面
での改革のために欠くことのできない重要な情報
源の一つとし、改革の意欲と関心のある人々に愛
される刊行物となるように努める

＊　＊　＊
　月刊みんなねっと誌が一人でも多くの市民に届
けられ、より良い社会の実現に貢献できますよう、
ご購読と読者の拡大にご協力くださいますよう、
お願いいたします。

平成 30年４月号からの編集方針について（検討結果のご報告）
月刊みんなねっと編集委員会より　
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催
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ま
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。
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す
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神
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又
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。
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。
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す
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人
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す
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事
業
主
に
と
っ
て
精
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用
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ー
ド
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な
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疲
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す
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精
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。
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問
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取
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Ｐ
Ｓ
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。
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催
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、
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Ａ
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問
題
も
議
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が
あ
り
ま
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。（

本
條
）

知
っ
て
お
き
た
い

精
神
保
健
福
祉
の
動
き



3 　知っておきたい精神保健福祉の動き

■
精
神
障
が
い
者
に
か
か
わ
る
要
望

書
を
自
民
党
議
員
連
盟
へ
提
出

　

去
る
１
月
29
日
に
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催
さ
れ
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自

由
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主
党
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
社
会
推
進

議
員
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盟（
会
長
石
破
茂
議
員
）で
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内
閣
府
提
出
の
「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法

改
正
法
案
（
高
齢
・
障
害
者
等
の
円

滑
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
案
）」
と
議
員
立

法
に
よ
る
「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
社
会
の

実
現
に
向
け
た
諸
施
策
の
総
合
的
か

つ
一
体
的
な
推
進
に
関
す
る
法
律
案

（
仮
称
）」
の
要
綱
案
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

　

こ
の
機
会
に
要
望
受
付
が
あ
り
、

当
会
か
ら
も
多
岐
に
わ
た
る
要
望
を

致
し
ま
し
た
。
紙
面
の
都
合
上
、
要

望
項
目
の
み
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。

○
虐
待
防
止
法
の
見
直
し

１　

今
後
、
国
際
機
関
か
ら
統
計
的

な
報
告
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
も
考
え

ら
れ
る
た
め
、
早
急
に
精
神
科
病
院

に
お
け
る
虐
待
の
実
態
調
査
体
制
を

確
立
し
、
実
施
し
て
く
だ
さ
い

２　

精
神
科
病
院
（
病
院
・
学
校
・

保
育
所
等
）
通
報
義
務
を
法
律
に
盛

り
込
ん
で
く
だ
さ
い
。そ
の
う
え
で
、

虐
待
を
発
見
し
、
そ
の
こ
と
を
行
政

に
通
報
し
た
人
に
対
し
て
〝
不
利
益

取
り
扱
い
〟
が
な
さ
れ
な
い
よ
う
、

し
っ
か
り
と
し
た
法
的
保
護
の
仕
組

み
担
保
し
て
く
だ
さ
い

○
世
界
に
類
を
見
な
い
不
必
要
な
身

体
拘
束
の
削
減
と
可
視
化

１　

身
体
拘
束
の
実
施
過
程
の
可
視

化
な
ど
、
身
体
拘
束
が
適
切
に
行
な

わ
れ
て
い
る
か
を
検
証
で
き
る
シ
ス

テ
ム
を
構
築
し
て
く
だ
さ
い

２　

不
必
要
な
身
体
拘
束
を
な
く

し
、
そ
の
実
施
を
縮
減
す
べ
く
手
立

て
を
講
じ
て
く
だ
さ
い

３　

精
神
医
療
審
査
会
の
審
査
期
間

の
短
縮
（
３
日
以
内
に
）
し
て
く
だ

さ
い

○
精
神
科
特
例
の
廃
止

１　

精
神
科
特
例
の
見
直
し
な
ど
、

診
療
報
酬
基
準
を
一
般
医
療
の
水
準

に
し
て
く
だ
さ
い

○
精
神
科
医
療
に
お
け
る
家
族
同
意

の
廃
止

１　

家
族
の
同
意
は
廃
止
し
て
く
だ

さ
い

お
知
ら
せ
し
ま
す

み
ん
な
ね
っ
と
の
活
動
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２　

行
政
や
医
療
機
関
か
ら
独
立
し

た
「
第
三
者
人
権
擁
護
機
関
」
を
設

置
し
て
く
だ
さ
い

○
障
害
年
金（
精
神
）に
対
す
る
改
善

１　

障
害
年
金
２
級
を
生
活
保
護
基

準
並
み
の
年
金
額
に
引
き
上
げ
て
く

だ
さ
い

２　

初
診
日
認
定
の
一
層
の
緩
和
と

柔
軟
な
運
用
を
し
て
く
だ
さ
い

３　

就
労
状
況
の
評
価
は
、
実
態
を

精
査
し
て
慎
重
な
配
慮
を
し
て
く
だ

さ
い

４　

無
年
金
障
害
者
の
救
済
対
策
を

し
て
く
だ
さ
い

○
雇
用
政
策
に
対
す
る
改
善

１　

短
時
間
雇
用
の
柔
軟
運
用
を
し

て
く
だ
さ
い

２　

雇
用
率
カ
ウ
ン
ト
対
象
者
範
囲

を
拡
大
し
て
く
だ
さ
い

３　

Ｉ
Ｐ
Ｓ
モ
デ
ル
の
実
施
を
し
て

く
だ
さ
い

○
そ
の
他

○
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
教
育
の
他
に

精
神
疾
患
・
障
害
に
つ
い
て
福
祉
教

育
と
し
て
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
化
し
て
く

だ
さ
い

　

精
神
障
が
い
を
も
つ
人
の
地
域
生

活
を
広
げ
て
い
く
た
め
に
は
、
一
般

市
民
へ
の
精
神
障
が
い
者
に
対
す
る

理
解
を
深
め
、
偏
見
の
な
い
社
会
づ

く
り
を
進
め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

政
府
の
広
報
活
動
で
の
取
り
組
み

や
、
小
学
校
高
学
年
、
中
学
校
の
義

務
教
育
の
段
階
か
ら
精
神
疾
患
へ
の

理
解
を
深
め
る
こ
と
で
、
治
療
に
至

る
前
の
予
防
、
早
期
治
療
に
つ
な
げ

る
施
策
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
厚

生
労
働
省
の
す
す
め
る
メ
ン
タ
ル
リ

テ
ラ
シ
ー
に
加
え
て
、
義
務
教
育
段

階
で
の
体
現
的
持
続
性
の
あ
る
福
祉

教
育
を
お
こ
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

○
公
共
交
通
機
関
の
割
引
対
象
に
精

神
障
が
い
者
を
加
え
障
害
者
間
格
差

を
解
消
し
て
く
だ
さ
い

　

差
別
解
消
法
が
施
行
さ
れ
ま
し

た
。
一
般
市
民
と
の
差
別
だ
け
で
な

く
、
障
害
者
間
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

差
別
が
歴
然
と
あ
る
こ
と
に
も
メ
ス

を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。
と
り
わ
け
、

Ｊ
Ｒ
や
航
空
運
賃
な
ど
の
割
引
は
、

身
体
・
知
的
障
が
い
者
を
対
象
と
し

て
お
り
、
精
神
障
が
い
者
は
対
象
外

と
な
っ
て
い
ま
す
。
地
方
鉄
道
・
バ

ス
に
つ
い
て
も
地
域
格
差
が
あ
り
ま

す
。
公
共
交
通
機
関
へ
の
ア
ク
セ
ス

が
し
や
す
く
な
る
こ
と
で
、
精
神
障

が
い
者
の
社
会
参
加
が
促
進
さ
れ
る
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と
考
え
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
国
会
に
「
精
神
障
害

者
の
交
通
運
賃
に
関
す
る
請
願
」
を

続
け
て
い
ま
す
。
誠
に
残
念
な
が
ら

衆
参
両
院
と
も
審
議
未
了
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
活
動
の

な
か
で
、
大
手
私
鉄
の
西
日
本
鉄
道

が
割
引
を
実
施
す
る
な
ど
路
を
拓
い

て
来
て
お
り
ま
す
。

　

国
土
交
通
省
か
ら
も
通
達
が
出
さ

れ
る
な
ど
交
通
事
業
者
へ
の
要
請
に

も
呼
応
す
る
よ
う
に
、
ぜ
ひ
、
民
間

運
輸
事
業
者
に
対
し
政
治
的
指
導
性

を
発
揮
で
き
る
よ
う
ご
尽
力
願
い
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
事
務
局
）

■
当
事
者
と
家
族
が
作
成
に
参
加
し

た『
統
合
失
調
症
薬
物
治
療
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
ガ
イ
ド
』が
７
月
ご
ろ
に
発
行　

　

日
本
神
経
精
神
薬
理
学
会
で
は
、

統
合
失
調
症
の
治
療
に
お
け
る
薬
の

使
い
方
の
国
際
的
な
最
新
情
報
を
踏

ま
え
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
ガ
イ
ド
を
作

成
中
で
す
。

　

画
期
的
な
の
は
、
専
門
家
と
と
も

に
当
事
者
、
家
族
を
作
成
会
議
に
加

え
て
編
集
を
行
っ
て
い
る
こ
と
で

す
。
当
事
者
団
体
と
「
み
ん
な
ね
っ

と
」
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
５
人
が
参
加

し
て
い
ま
す
。

　

発
行
は
、
今
年
の
７
月
ご
ろ
に
な

る
見
込
み
で
す
。

◆
こ
の
ガ
イ
ド
の
使
い
方

　

薬
の
使
い
方
に
つ
い
て
の
説
明
を

22
の
項
目
に
分
け
て
、
一
つ
ひ
と
つ

を
質
問
の
形
に
し
て
一
つ
の
質
問
に

見
開
き
の
２
ペ
ー
ジ
を
使
っ
て
回
答

す
る
形
式
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
「
維
持
期
統
合
失
調
症
患

者
の
抗
精
神
病
薬
治
療
に
お
い
て
、

再
発
率
減
少
や
治
療
継
続
に
好
ま
し

い
薬
剤
は
ど
れ
か
？
」
と
い
う
質
問

に
は
「【
推
奨
】
第
一
世
代
（
定
型
）

抗
精
神
病
薬
よ
り
も
第
二
世
代
（
非

定
型
）
抗
精
神
病
薬
を
選
択
す
る
こ

と
を
推
奨
し
ま
す
。
第
二
世
代
抗
精

神
病
薬
の
中
で
は
、
特
に
推
奨
さ
れ

る
薬
剤
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
回
答
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
、

　
「
抗
精
神
病
薬
」
の
よ
う
に
傍
線

が
付
い
て
い
る
の
は
、「
用
語
解
説
」

が
あ
る
の
で
、
そ
こ
を
読
む
よ
う
に

と
い
う
意
味
で
す
。
回
答
（
推
奨
）

に
続
い
て
「
解
説
」
が
あ
り
、
専
門

的
な
詳
し
い
説
明
が
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

ガ
イ
ド
の
末
尾
に
は
全
薬
剤
の
リ

ス
ト
が
付
い
て
い
ま
す
。　
（
野
村
）
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11
月
の
半
ば
も
過
ぎ
た
あ
る
日
、

み
ん
な
ね
っ
と
の
小
幡
事
務
局
長
と

編
集
委
員
が
橋
口
事
務
局
長
を
お
訪

ね
し
た
時
に
、
そ
の
お
話
に
深
い
感

銘
を
受
け
ま
し
た
。
私
た
ち
の
今
後

の
活
動
を
強
化
す
る
た
め
に
も
、
障

害
の
種
別
を
超
え
て
お
互
い
に
理
解

し
合
い
、
手
を
取
り
合
っ
て
運
動
を

進
め
る
こ
と
が
必
要
と
の
考
え
も
あ

り
、
去
る
１
月
10
日
に
委
員
が
取
材

訪
問
し
ま
し
た
。
事
務
所
は
、
東
京

都
港
区
高
輪
の
地
下
鉄
泉
岳
寺
駅
か

ら
徒
歩
で
５
分
、
国
道
わ
き
の
ビ
ル

の
４
階
に
あ
り
ま
す
。　
　

●
人
と
信
頼
関
係
を
築
い
て
い
く
こ
と
が

　

何
よ
り
大
切

●
診
断
名
で
画
一
的
に
対
応
す
る
の
で
は

　

な
く
、
個
人
個
人
の
困
っ
て
い
る
こ
と

　

を
一
緒
に
解
決
す
る
支
援
が
必
要

息
子
の
障
害
か
ら
学
ん
だ
こ
と

⌘

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー⌘

日
本
発
達
障
害
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局
長

橋
口
亜
希
子
さ
ん
に
聴
く

特
集
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日
本
発
達
障
害
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

に
つ
い
て

―
―
日
本
発
達
障
害
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
と
は
、ど
の
よ
う
な
団
体
で
す
か
。

橋
口　

一
般
社
団
法
人
で
す
。
広こ

う
は
ん汎

性
発
達
障
害
（
自
閉
症
、
ア
ス
ペ
ル

ガ
ー
症
候
群
）、
学
習
障
害
、
注
意

欠
陥
多
動
性
障
害
等
の
発
達
障
害
の

あ
る
人
お
よ
び
そ
の
ご
家
族
の
権
利

と
利
益
の
擁
護
者
と
し
て
、
理
解
啓

発
、
調
査
研
究
、
政
策
提
言
等
を
行

な
い
、
発
達
障
害
の
あ
る
人
の
自
律

と
社
会
参
加
の
推
進
に
向
け
て
活
動

を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

当
事
者
と
家
族
以
外
に
、
専
門
職

も
会
員
と
し
て
参
加
し
て
い
る
の
が

特
徴
で
す
。

―
ど
の
よ
う
な
会
員
が
加
盟
し

て
い
ま
す
か
。

橋
口　

正
会
員
で
は
日
本
自
閉
症
協

会
な
ど
の
全
国
組
織
が
20
団
体
、
エ

リ
ア
会
員
と
し
て
地
域
の
団
体
が

40
、
都
道
府
県
ご
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
９
団
体
、
新
設
さ
れ
た
企
業
サ

ポ
ー
ト
会
員
が
１
団
体
と
、
個
人
会

員
が
10
数
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。

―
活
動
資
金
は
、
ど
の
よ
う
に
調

達
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

橋
口　

会
費
と
日
本
財
団
な
ど
の
助

成
金
で
賄
っ
て
い
ま
す
。
会
費
は
、

加
盟
団
体
が
そ
れ
ぞ
れ
の
会
員
か
ら

集
め
た
資
金
の
中
か
ら
い
た
だ
く
の

で
、
多
く
は
も
ら
え
ま
せ
ん
。

―
事
務
局
の
職
員
は
何
人
で
す

か
。

橋
口　

私
は
常
勤
職
員
と
し
て
事
務

局
長
を
務
め
て
い
ま
す
。も
う
二
人
、

非
常
勤
が
い
ま
す
。
３
名
で
事
務
局

の
業
務
を
し
て
い
ま
す
。

―
い
つ
頃
、
設
立
さ
れ
た
の
で
す

か
。
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橋
口　

２
０
０
５
年
で
す
。
こ
の
年

４
月
に
発
達
障
害
者
支
援
法
が
施
行

さ
れ
ま
し
た
。
私
た
ち
の
日
本
発
達

障
害
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
こ
の
法
律

と
と
も
に
歩
ん
で
き
ま
し
た
。

　

２
０
１
０
年
に
一
般
社
団
法
人
に

な
り
、
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

他
の
障
害
団
体
と
の
連
携

―
身
体
障
害
や
知
的
障
害
、
そ
の

他
の
障
害
関
係
団
体
と
の
連
携
は
ど

の
よ
う
に
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

橋
口　

国
の
会
議
で
一
緒
に
な
る
の

で
、
そ
こ
で
お
互
い
を
理
解
し
合

い
、
意
見
を
交
換
し
合
い
、
支
え
合

う
こ
と
が
で
き
て
い
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。

発
達
障
害
の
種
類
、人
口
で
の
割
合

―
発
達
障
害
の
中
に
は
ど
の
よ
う

な
障
害
が
あ
り
ま
す
か
。

橋
口　

発
達
障
害
と
言
わ
れ
て
い
る

障
害
の
中
に
は
、
広
汎
性
発
達
障
害

（
自
閉
症
、ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候
群
）、

学
習
障
害
（
Ｌ
Ｄ
）、
注
意
欠
陥
多

動
性
障
害
（
Ａ
Ｄ
／
Ｈ
Ｄ
）、
ト
ゥ

レ
ッ
ト
症
候
群
（
チ
ッ
ク
、
吃き

つ
お
ん音
）

が
あ
り
、
そ
れ
ら
の
特
性
を
単
独
で

持
っ
て
い
る
人
は
少
な
く
、
重
な
り

あ
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
で
す
。
広

汎
性
発
達
障
害
は
、
言
語
の
発
達
に

遅
れ
が
あ
る
と
自
閉
症
と
さ
れ
、
無

け
れ
ば
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候
群
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

―
人
口
の
何
パ
ー
セ
ン
ト
く
ら
い

が
発
達
障
害
な
の
で
す
か
。

橋
口　

日
本
で
は
10
％
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
海
外
で
は
13
～
15
％
と
も

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

統
合
失
調
症
と
発
達
障
害
と
の
関
係

―
よ
く
聞
く
話
で
、
統
合
失
調
症

と
診
断
さ
れ
た
人
の
７
割
に
発
達
障

害
が
あ
り
、
中
に
は
統
合
失
調
症
で

は
な
い
発
達
障
害
の
人
ま
で
、
誤
診

さ
れ
て
統
合
失
調
症
の
薬
を
飲
み
続

け
て
い
る
例
が
あ
る
そ
う
で
す
が
。

橋
口　

そ
の
人
の
根
底
に
発
達
障
害

が
あ
る
こ
と
に
気
づ
か
ず
、
発
達
障

害
に
よ
る
苦
し
み
の
結
果
発
症
し
た

二
次
障
害
と
し
て
の
統
合
失
調
症
に

ば
か
り
目
が
行
っ
て
、
効
果
的
な
治
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療
が
で
き
て
い
な
い
ケ
ー
ス
は
た
く

さ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す
。
専
門
医
が

少
な
い
こ
と
も
大
き
な
課
題
で
す
。

　

発
達
障
害
の
診
断
は
と
て
も
難
し

い
の
で
す
。
い
ろ
い
ろ
な
種
類
の
発

達
障
害
が
一
人
の
人
の
な
か
に
混
在

し
て
い
て
、
し
か
も
そ
の
後
に
発
生

し
た
二
次
障
害
と
し
て
の
精
神
障
害

が
重
な
っ
て
い
ま
す
。
複
雑
な
状
態

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

専
門
医
を
増
や
す
た
め
に
は
、
発

達
障
害
に
は
時
間
を
か
け
た
丁
寧
な

診
察
が
必
要
な
こ
と
か
ら
、
そ
れ
に

見
合
っ
た
診
療
報
酬
に
な
る
こ
と
も

必
要
だ
と
考
え
ま
す
。　
　
　
　
　

お
子
様
が
発
達
障
害
と
　
　
　
　
　

診
断
さ
れ
た
と
き

―
お
子
様
が
発
達
障
害
と
診
断
さ

私
は
医
師
に
猛
然
と
食
い
下
が
り
ま

し
た
。「
そ
ん
な
こ
と
は
あ
り
得
な

い
」（
何
度
も
何
度
も
必
死
に
否
定

し
て
）
…
気
が
つ
い
た
ら
、
２
時
間

半
も
経
っ
て
い
ま
し
た
。
事
実
を
認

め
た
く
な
か
っ
た
の
で
す
。

生
涯
の
恩
人
と
な
っ
た
医
師

―
そ
れ
か
ら
ど
う
な
さ
い
ま
し
た

か
。

橋
口　

と
こ
ろ
が
、
そ
れ
か
ら
先
生

は
お
っ
し
ゃ
っ
た
の
で
す
。

　
「
お
母
さ
ん
、
今
ま
で
本
当
に
よ

く
頑
張
っ
て
こ
こ
ま
で
育
て
て
く
れ

ま
し
た
ね
。
こ
こ
ま
で
育
て
て
く
れ

て
あ
り
が
と
う
。
他
の
人
だ
っ
た

ら
、
こ
こ
ま
で
育
て
る
こ
と
は
で
き

な
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
よ
」

れ
た
と
き
に
は
、
ど
の
よ
う
に
感
じ

ま
し
た
か
。

橋
口　

息
子
は
小
学
校
１
年
の
時
に
、

発
達
障
害
（
注
意
欠
陥
多
動
性
障
害
）

と
告
げ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
、

ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
る
度
に
「
母
親
の

し
つ
け
が
悪
い
」「
育
て
方
が
悪
い
」

「
家
庭
環
境
が
悪
い
」
と
言
わ
れ
続
け

て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
発
達
障
害

と
言
わ
れ
た
時
に
は
、
心
に
二
つ
の

思
い
が
湧
き
上
が
り
ま
し
た
。

　

一
つ
は
「
今
ま
で
の
謎
が
解
け

た
」
と
い
う
、
ホ
ッ
と
し
た
思
い
、

も
う
一
つ
は
「
注
意
欠
陥
多
動
性
障

害
」
と
い
う
、
息
子
の
一
生
を
厳
然

と
支
配
す
る
診
断
名
が
確
定
し
た
こ

と
に
よ
る
痛
切
な
衝
撃
に
耐
え
ら
れ

な
い
、
と
い
う
感
情
で
す
。

　

医
師
か
ら
そ
う
言
わ
れ
た
瞬
間
、
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「
お
子
様
が
困
っ
て
お
ら
れ
る
こ

と
に
間
違
い
は
な
い
か
ら
、
こ
れ
か

ら
私
と
一
緒
に
育
て
て
い
き
ま
し
ょ

う
」

　

そ
の
言
葉
に
よ
っ
て
、
私
は
よ
う

や
く
診
断
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
二ふ

た
か
み上

哲さ
と
し志

先
生
と
い
う

お
名
前
で
す
が
、
そ
の
先
生
に
出
会

え
て
い
な
か
っ
た
ら
、
私
た
ち
母
子

は
、
今
日
ま
で
生
き
て
来
ら
れ
な

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

二
上
先
生
は
、
息
子
に
会
う
と
必

ず
「
何
か
困
っ
て
い
る
こ
と
は
な
い

か
い
？　

医
者
の
僕
に
で
き
る
こ
と

は
な
い
か
い
？
」
と
訊き

い
て
く
れ
ま

し
た
。

　

あ
る
と
き
は
、
私
が
先
生
と
二
人

で
話
し
て
い
る
間
、
息
子
は
離
れ
た

と
こ
ろ
で
宿
題
を
し
て
い
ま
し
た
。

話
が
終
わ
る
と
、
二
上
先
生
は
息
子

に
声
を
か
け
て
く
れ
ま
し
た
。

　
「
宿
題
を
し
て
い
た
の
？　

偉
い

ね
。
見
せ
て
く
れ
る
？
」

　

そ
し
て
、
印
鑑
を
出
し
て
、
そ
の

宿
題
の
ペ
ー
パ
ー
に
押
し
て
く
れ
た

の
で
す
。
息
子
は
そ
の
こ
と
で
自
信

が
つ
い
た
と
思
い
ま
す
。学
校
で
も
、

担
任
の
先
生
か
ら
「
あ
ら
、
二
上
先

生
に
も
宿
題
を
見
て
い
た
だ
い
た
の

ね
」
と
褒
め
ら
れ
ま
し
た
。

母
親
は
就
労
な
ど
、
育
児
以
外
の
　

世
界
を
持
つ
こ
と
も
大
事

―
お
母
様
は
、
お
仕
事
は
な
さ
っ

て
い
た
の
で
す
か
。

橋
口　

働
く
こ
と
を
止
め
ま
せ
ん
で

し
た
。
息
子
は
学
童
保
育
に
預
け
て

い
た
の
で
す
が
、
そ
こ
の
先
生
か
ら

は
働
く
こ
と
を
止
め
て
、
子
育
て
に

専
念
す
る
よ
う
に
言
わ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、私
は
止
め
ま
せ
ん
で
し
た
。

夫
と
の
共
稼
ぎ
を
続
け
ま
し
た
。

　

そ
の
理
由
は
、
も
し
、
仕
事
を
辞

め
て
家
の
中
で
子
育
て
に
専
念
し
て

い
た
ら
、生
活
の
範
囲
が
狭
く
な
り
、

小
さ
な
世
界
に
閉
じ
こ
も
っ
て
自
信

が
な
く
な
り
、
誇
り
も
失
っ
て
子
ど

も
に
は
過
干
渉
を
す
る
親
に
な
っ
て

い
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
、
女
性
の
就
労
の
あ
り
方
に

つ
い
て
は
、
人
生
の
様
々
な
時
期
で

就
労
の
ス
タ
イ
ル
を
選
べ
る
よ
う
に

す
る
と
働
き
や
す
く
な
る
と
思
い
ま

す
。
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学
校
で
の
い
じ
め
に
つ
い
て

―
障
害
が
あ
る
と
学
校
で
い
じ
め

の
対
象
に
な
る
こ
と
が
多
い
の
で
す

が
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
お
考
え

を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

橋
口　

発
達
障
害
の
子
が
、
学
校
で

い
じ
め
の
対
象
に
な
る
こ
と
は
多
い

で
す
。
そ
れ
で
引
き
こ
も
る
子
も
た

く
さ
ん
い
ま
す
。
人
と
違
う
、
と
い

う
理
由
で
い
じ
め
ら
れ
ま
す
。

　

子
ど
も
が
人
を
差
別
す
る
理
由
の

一
つ
と
し
て
、
大
人
が
子
ど
も
に
差

別
す
る
感
情
を
植
え
付
け
て
い
る
と

私
は
感
じ
て
い
ま
す
。「
変
わ
っ
て

い
る
あ
の
子
と
は
付
き
合
っ
て
は
だ

め
」
な
ど
と
大
人
の
判
断
を
子
ど
も

に
押
し
付
け
て
し
ま
う
ん
で
す
ね
。

　

ま
ず
、
大
人
が
子
ど
も
の
純
粋
な

心
か
ら
学
ぶ
た
め
の
教
育
を
受
け
る

こ
と
も
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。
人
は

誰
で
も
他
の
人
と
は
違
っ
て
い
る
、

そ
し
て
、
誰
も
が
尊
敬
に
値
す
る
こ

と
を
当
た
り
前
の
こ
と
と
し
て
学
ば

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

い
じ
め
が
あ
る
と
、
教
師
が
責
め

ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。し
か
し
、

犯
人
捜
し
の
よ
う
に
、
誰
か
の
責
任

を
問
い
詰
め
る
や
り
方
は
間
違
っ
て

い
ま
す
。

　

私
の
友
人
の
あ
る
新
任
女
教
師

が
、
小
学
校
２
年
生
の
学
級
担
任
に

な
り
ま
し
た
。
と
て
も
ま
じ
め
な
人

で
し
た
。
と
こ
ろ
が
彼
女
の
ク
ラ
ス

に
は
課
題
の
あ
る
子
が
た
く
さ
ん
居

て
、
し
か
も
そ
の
学
校
で
は
教
員
同

士
の
助
け
合
い
の
精
神
が
無
く
、
彼

育
児
の
難
し
さ

―
そ
の
後
の
子
育
て
は
い
か
が
で

し
た
か
。

橋
口　

や
は
り
子
育
て
は
た
い
へ
ん

で
し
た
。
特
に
思
春
期
に
な
る
と
困

り
ま
し
た
。
普
通
の
子
で
も
、
思
春

期
は
自
立
へ
の
衝
動
や
他
者
の
視
点

が
自
分
の
な
か
に
芽
生
え
て
揺
れ
動

き
が
激
し
い
の
で
す
が
、
発
達
障
害

の
そ
の
特
性
か
ら
、
揺
れ
動
き
の
幅

が
倍
に
な
り
ま
す
。
余
計
に
激
し
い

の
で
す
。
私
と
息
子
は
家
の
中
で
毎

日
言
い
合
い
、
主
人
と
は
取
っ
組
み

合
い
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

本
当
に
、
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
し
た

が
、
息
子
は
成
人
し
て
昨
年
の
４
月

か
ら
働
い
て
い
ま
す
。
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女
は
孤
立
し
て
行
き
詰
り
、
と
う
と

う
自
殺
を
し
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
が
あ
っ
て
か
ら
、
私
た

ち
は
彼
女
を
悼
み
、
す
べ
て
の
教
師

に
、
二
度
と
こ
の
よ
う
な
こ
と
の
起

き
な
い
よ
う
に
と
願
っ
て
教
師
を
支

え
る
た
め
の
冊
子
を
作
り
配
布
し
ま

し
た
。
過
酷
な
教
育
現
場
で
責
め
合

う
の
で
は
な
く
、
心
と
心
が
信
頼
関

係
で
結
ば
れ
る
こ
と
の
大
切
さ
を
伝

え
ま
し
た
。

　

発
達
障
害
の
あ
る
子
は
、
親
と
教

師
だ
け
で
は
支
え
ら
れ
る
も
の
で
は

な
く
、
社
会
全
体
で
守
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
う
ま
く
い
き
ま
せ
ん
。

学
校
教
育
に
求
め
る
こ
と

―
発
達
障
害
の
あ
る
子
ど
も
の
た

め
に
学
校
教
育
を
改
革
す
る
と
し
た

ら
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ

ま
す
か
。

橋
口　

ま
ず
学
校
教
育
法
に
、
発
達

障
害
が
明
記
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
特
別
支
援
教
育
で
は
、
発
達
障

害
だ
け
で
な
く
、
す
べ
て
の
子
ど
も

た
ち
の
個
々
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た

教
育
を
行
う
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

い
ま
、
内
閣
官
房
が
進
め
て
い

る
「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

２
０
２
０
」
行
動
計
画
の
「
心
の
バ

リ
ア
フ
リ
ー
」
に
も
示
さ
れ
て
い
ま

す
。
子
ど
も
の
時
か
ら
支
援
す
る
と

書
か
れ
て
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
は
、
学
校
で
の
対
応
を

診
断
名
に
よ
っ
て
画
一
的
に
行
う
の

で
は
な
く
、
目
の
前
に
い
る
子
ど

も
の
一
人
ひ
と
り
が
抱
え
て
い
る

「
困
っ
て
い
る
こ
と
」「
つ
ま
ず
い
て

い
る
こ
と
」
に
目
を
向
け
て
支
援
を

行
う
よ
う
に
す
る
こ
と
で
す
。

　

特
別
支
援
教
育
が
始
ま
っ
た
こ

ろ
、お
か
し
な
こ
と
が
起
き
ま
し
た
。

教
師
た
ち
の
中
に
は
「
発
達
障
害
」

と
診
断
さ
れ
て
い
る
子
に
は
配
慮
し

ま
し
た
が
、
診
断
さ
れ
て
い
な
い
子

に
は
配
慮
を
せ
ず
叱
責
す
る
と
い
う

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
診
断
名
の
有

無
だ
け
を
対
応
の
基
準
に
し
て
は
い

け
ま
せ
ん
。

　

大
切
な
こ
と
は
、「
ど
ん
な
こ
と

に
困
っ
て
い
る
の
か
」「
ど
う
し
た

ら
、
困
り
ご
と
を
解
決
で
き
る
の

か
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
目
の
前
に

い
る
困
っ
て
い
る
人
と
一
緒
に
考
え

ま
す
。「
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
」
で
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も
そ
う
言
っ
て
い
ま
す
。

ひ
き
こ
も
り
と
親
亡
き
後
の
不
安

―
発
達
障
害
で
の
ひ
き
こ
も
り
の

状
況
は
ど
う
で
す
か
。

橋
口　

発
達
障
害
で
は
感
覚
が
鋭
敏

す
ぎ
て
、
今
の
社
会
の
激
し
い
刺
激

に
耐
え
ら
れ
な
い
人
が
た
く
さ
ん
い

ま
す
。
家
か
ら
外
に
出
ら
れ
な
い
の

で
す
。
ス
ト
レ
ス
が
重
な
っ
て
精
神

疾
患
に
か
か
る
人
も
多
い
と
思
わ
れ

ま
す
。

　

統
合
失
調
症
の
方
々
の
親
は
年
老

い
て
い
る
と
聞
き
ま
す
が
、
発
達
障

害
が
あ
る
人
の
親
も
、
年
老
い
た
人

は
同
じ
よ
う
に
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

発
達
障
害
の
子
が
生
ま
れ
た
と
き
は

若
く
て
も
、
長
い
年
月
が
経
て
ば
高

齢
に
な
り
ま
す
。
親
亡
き
後
の
不
安

は
同
じ
よ
う
に
大
問
題
で
す
。

手
帳
制
度
と
発
達
障
害

―
話
は
制
度
の
こ
と
に
移
り
ま
す

が
、
手
帳
の
あ
る
無
し
で
サ
ー
ビ
ス

が
受
け
ら
れ
た
り
受
け
ら
れ
な
か
っ

た
り
す
る
現
状
が
あ
り
ま
す
。
ご
意

見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

橋
口　

こ
の
問
題
に
こ
そ
、
日
本
発

達
障
害
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
先
頭
に

立
っ
て
取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

発
達
障
害
に
は
手
帳
が
必
要
な
人

も
い
れ
ば
そ
う
で
な
い
人
も
い
ま

す
。「
困
り
ご
と
」
が
あ
る
か
無
い

か
で
は
な
く
、
手
帳
が
あ
る
か
無
い

か
で
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
資
格
の
有

無
が
決
ま
る
の
は
お
か
し
い
で
す
。

例
え
ば
就
労
で
は
、
手
帳
の
有
無
で

は
な
く
す
べ
て
の
人
達
が
、
個
々
の

ニ
ー
ズ
に
よ
っ
て
就
労
ス
タ
イ
ル
を

選
べ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
、
こ
れ
が

多
様
性
を
実
現
し
、
今
国
が
進
め
て

い
る
働
き
方
改
革
に
も
つ
な
が
る
と

考
え
ま
す
。

　

個
々
人
の
困
り
ご
と
に
ど
う
対
応

す
る
か
。
あ
る
程
度
の
基
準
が
な
い

と
、
サ
ー
ビ
ス
の
決
め
方
が
難
し
い

こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
社
会
全
体
で

一
生
懸
命
に
考
え
る
と
き
が
来
て
い

ま
す
。

今
後
の
地
域
支
援
に
つ
い
て

―
今
後
の
地
域
支
援
の
あ
り
方
に

つ
い
て
、
お
考
え
を
教
え
て
く
だ
さ
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い
。

橋
口　

昨
年
、
発
達
障
害
者
支
援
法

が
改
正
さ
れ
て
、
各
都
道
府
県
と
政

令
指
定
都
市
に
発
達
障
害
者
支
援
セ

ン
タ
ー
が
複
数
個
所
設
置
で
き
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
、
各
地
域

で
増
や
し
て
ほ
し
い
の
で
す
が
、
地

域
格
差
が
無
い
よ
う
に
し
て
ほ
し
い

で
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
地
域
に
お
い
て
、
い

ま
は
様
々
な
支
援
機
関
が
点
と
し
て

存
在
し
て
い
る
の
で
、線
で
繋つ

な

が
り
、

面
と
し
て
、
立
体
と
し
て
広
が
る
よ

う
に
整
備
し
て
ほ
し
い
で
す
。
生
ま

れ
て
か
ら
命
を
終
え
る
ま
で
の
タ
イ

ム
ラ
イ
ン
を
、
隙
間
な
く
一
生
涯
、

安
心
し
て
支
援
を
切
れ
目
な
く
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
で
す
。

　

す
べ
て
の
サ
ー
ビ
ス
に
地
域
格
差

が
無
い
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
で
す
。

都
会
は
充
実
し
、地
方
は
乏
し
い
現
状

は
是
正
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

オ
ー
プ
ン
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
に
つ
い
て

―
こ
の
頃
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
成

果
を
挙
げ
て
い
る
オ
ー
プ
ン
ダ
イ
ア

ロ
ー
グ
（
開
か
れ
た
対
話
）
と
い
う

心
理
的
治
療
法
が
盛
ん
に
取
り
沙
汰

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
つ
い

て
ご
存
知
で
す
か
。

橋
口　

勉
強
し
て
い
ま
す
。
仕
事
の

合
間
に
、
傾
聴
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

や
コ
ー
チ
ン
グ
・
セ
ラ
ピ
ー
、
エ
ン

カ
ウ
ン
タ
ー
な
ど
を
学
ん
で
き
ま
し

た
。
産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
資
格
を

取
り
ま
し
た
。

　

人
が
違
い
を
認
め
合
い
、
信
頼
し

合
う
に
は
傾
聴
が
必
要
で
す
。
オ
ー

プ
ン
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
は
、
目
の
前
に

い
る
人
の
話
を
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
（
中

立
的
）
な
心
の
状
態
で
聴
く
こ
と
で

は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

姿
勢
は
、
発
達
障
害
の
人
を
支
え
る

時
に
は
特
に
重
要
で
す
。
そ
の
人
が

そ
の
人
ら
し
く
し
て
い
ら
れ
て
、
そ

れ
を
理
解
し
て
く
れ
る
人
が
一
人
で

も
い
た
ら
、生
き
や
す
く
な
り
ま
す
。

そ
れ
が
、
オ
ー
プ
ン
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ

の
素
晴
ら
し
い
と
こ
ろ
と
思
っ
て
い

ま
す
。

価
値
観
の
転
換
期

―
こ
の
頃
の
社
会
の
動
き
に
つ
い

て
、
何
か
感
じ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
か
。
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橋
口　

日
本
は
い
ま
、
価
値
観
の
転

換
期
に
来
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
先

ほ
ど
お
話
し
し
た
「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
２
０
２
０
行
動
計
画
」
が

実
現
す
る
た
め
に
は
、
発
達
障
害
が

大
き
な
働
き
を
す
る
で
し
ょ
う
。

　

発
達
障
害
の
立
場
か
ら
、
い
ま
社

会
に
行
き
わ
た
っ
て
い
る
価
値
観
や

常
識
は
、
そ
も
そ
も
い
っ
た
い
何
な
の

か
、と
問
い
続
け
て
い
ま
す
。
そ
し
て

違
う
価
値
観
が
見
え
て
き
ま
す
。
そ

れ
を
私
た
ち
に
教
え
て
く
れ
る
の
が

発
達
障
害
の
あ
る
人
た
ち
な
の
で
す
。

　

日
本
の
観
光
地
で
も
、
最
近
は
海

外
か
ら
の
観
光
客
が
増
え
、
異
文
化

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
盛
ん
に

行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

最
後
に

―
最
後
に
一
言
、お
願
い
し
ま
す
。

橋
口　

私
は
、
息
子
の
発
達
障
害
の

お
蔭
で
、
人
生
が
思
い
も
か
け
ず
豊

か
に
な
り
ま
し
た
。息
子
に
よ
っ
て
、

た
く
さ
ん
の
こ
と
を
教
え
ら
れ
、
人

間
の
理
解
が
深
ま
り
ま
し
た
。
本
当

に
苦
労
し
た
の
で
、
人
生
に
ユ
ー
モ

ア
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

人
と
の
距
離
を
縮
め
る
の
も
ユ
ー
モ

ア
で
す
。
皆
様
も
、
障
害
を
手
掛
か

り
に
し
て
人
生
を
豊
か
に
し
て
ほ
し

い
で
す
。

　

今
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
皆
様
か
ら

事
務
局
長
と
い
う
尊
い
使
命
を
与
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
天
か
ら
与
え
ら
れ

た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
た
だ
の
母
親

で
し
か
な
い
私
で
す
が
、
真
摯
に
誠

実
に
役
目
を
果
た
し
て
ゆ
き
た
い
で

す
。

　

何
よ
り
も
大
切
な
の
は
、
相
手
を

信
頼
す
る
こ
と
と
思
っ
て
い
ま
す
。

人
を
信
じ
よ
う
と
し
て
い
る
自
分
を

信
じ
て
い
ま
す
。
一
期
一
会
の
出
会

い
で
、
ど
れ
だ
け
信
頼
関
係
を
築
け

る
か
、
こ
れ
か
ら
も
努
力
を
重
ね
て

ゆ
き
ま
す
。

―
た
く
さ
ん
の
貴
重
な
お
話
を
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。　

　
　
　
（
取
材
と
文
・
野
村
）
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白
石
社
会
保
険
労
務
士
事
務
所

社
会
保
険
労
務
士　

白し
ら
い
し石

　
美み

さ

こ

佐
子

事例からみる
精神障害者の
障害年金の実際

《連載 12》社会保険労務士として障害年金にたずさわって

知
名
度
が
低
い
社
会
保
険
労
務
士

　

１
年
間
、
お
読
み
い
た
だ
き
有
難

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

障
害
年
金
を
進
め
る
中
で
感
じ
る

こ
と
は
、
社
会
保
険
労
務
士
と
い
う

資
格
の
知
名
度
の
低
さ
で
す
。

　

弁
護
士
や
税
理
士
な
ど
は
、
知
名

度
も
高
く
ほ
と
ん
ど
の
人
が
聞
き
な

れ
た
資
格
だ
と
思
い
ま
す
。

　

社
会
保
険
労
務
士
と
い
う
と
、

１
０
０
人
い
た
ら
10
人
も
こ
の
資
格

を
知
ら
な
い
の
で
は
？
と
思
う
こ
と

が
多
々
あ
り
ま
す
。

　

社
会
保
険
労
務
士
の
多
く
の
方
が

企
業
な
ど
か
ら
の
依
頼
で
労
働
関
係

の
お
仕
事
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

障
害
年
金
を
専
門
と
し
て
い
る
社

会
保
険
労
務
士
は
全
国
で
も
そ
の
数

は
少
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

障
害
年
金
は
も
ち
ろ
ん
、
自
分
で

手
続
き
を
行
う
こ
と
も
可
能
で
す
。

　

障
害
年
金
の
請
求
手
続
き
は
、
時

間
と
労
力
が
か
か
り
ま
す
。

障
害
年
金
の
手
続
き
の
代
行

　

そ
の
た
め
、
社
会
保
険
労
務
士
と

い
う
専
門
家
に
手
続
き
の
代
行
を
依

頼
さ
れ
る
方
も
い
ま
す
。

　

本
来
な
ら
、
公
的
年
金
の
一
つ
で

す
か
ら
老
齢
年
金
の
様
に
自
分
で
手

続
き
を
行
い
受
給
で
き
る
も
の
で
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
医
師
法
で
カ
ル

テ
の
保
存
は
５
年
と
定
め
ら
れ
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
障
害
年
金
を
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請
求
す
る
時
に
は
、
何
十
年
前
の
初

診
日
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
立
証
責
任

は
患
者
側
に
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
短
い
時
間
の
診
察
時
間
内

で
、
医
師
に
日
々
の
日
常
生
活
の
辛

さ
や
生
き
づ
ら
さ
な
ど
を
伝
え
る
こ

と
は
無
理
だ
と
話
さ
れ
る
方
が
ほ
と

ん
ど
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
診
断
書
の
内
容
が
、

日
々
の
辛
い
生
活
と
か
け
離
れ
た
も

の
に
な
っ
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
も
あ
り

ま
す
。

病
の
た
め
自
閉
し
て
い
る
場
合

　

障
害
年
金
の
ご
相
談
の
中
で
、
う

つ
病
に
よ
り
体
調
が
悪
く
、
日
々
、

自
閉
し
た
生
活
を
さ
れ
て
い
る
た

め
、
面
談
で
当
事
務
所
ま
で
お
越
し

い
た
だ
く
こ
と
が
困
難
な
方
が
い
ま

し
た
。

　

そ
の
た
め
、
ご
家
族
も
自
宅
面
談

を
ご
希
望
さ
れ
、
ご
自
宅
に
伺
い
ま

し
た
。

　

そ
の
時
の
光
景
は
今
で
も
忘
れ
ら

れ
ま
せ
ん
。

　

布
団
の
中
に
も
ぐ
り
込
み
、
私
か

ら
の
声
が
け
は
全
く
反
応
が
な
く
、

声
も
出
せ
な
い
、
応
答
も
で
き
な
い

状
態
で
し
た
。

　

部
屋
に
立
ち
込
め
た
臭
い
で
、
風

呂
に
も
入
ら
ず
、
排
せ
つ
な
ど
に
つ

い
て
も
ト
イ
レ
ま
で
行
く
気
力
も
な

い
こ
と
が
す
ぐ
に
わ
か
り
ま
し
た
。

　

ご
家
族
か
ら
、「
毎
日
、
こ
ん
な

感
じ
な
ん
で
す
」
と
。

　

食
事
は
、
炊
飯
器
に
ご
飯
を
炊
い

て
お
い
て
も
、
自
分
で
茶
碗
に
つ
ぐ

こ
と
も
し
な
い
た
め
、
お
盆
に
す
べ

て
の
食
事
を
並
べ
布
団
の
そ
ば
に
置

い
て
お
く
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

翌
朝
、
少
し
で
も
食
事
を
と
っ
た

形
跡
が
あ
れ
ば
安
心
す
る
と
、
ご
家

族
は
話
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

家
族
と
の
接
触
も
絶
ち
、
無
気
力

な
日
々
を
送
る
状
態
が
続
い
て
い
る

と
の
こ
と
で
し
た
。

日
ご
ろ
の
辛
さ
は

医
師
に
伝
わ
り
に
く
い

　

そ
の
こ
と
を
病
院
側
に
伝
え
る

と
、
非
常
に
驚
き
、
体
調
の
悪
い
時

は
ご
家
族
の
代
理
受
診
が
さ
れ
て
い

る
も
の
の
、
家
族
に
連
れ
ら
れ
通
院

す
る
時
は
、
さ
っ
ぱ
り
と
し
た
身
な

り
で
、
医
師
の
問
い
か
け
に
も
し
っ
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か
り
と
話
を
す
る
と
の
こ
と
で
し

た
。

　

日
常
生
活
を
共
に
し
て
い
な
い
医

師
に
は
、
日
ご
ろ
の
辛
さ
は
伝
わ
ら

な
い
こ
と
も
多
い
の
だ
と
感
じ
ま

す
。

　

人
と
し
て
の
自
尊
心
も
あ
る
で

し
ょ
う
か
ら
、
日
々
の
生
活
の
状
況

の
す
べ
て
を
お
話
す
る
こ
と
は
難
し

い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

医
師
の
診
断
書
で
決
ま
っ
て
し

ま
う
障
害
年
金

　

精
神
疾
患
に
つ
い
て
は
、
医
師
独

自
の
判
断
基
準
で
決
ま
っ
て
し
ま
う

診
断
書
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い

こ
と
か
ら
、
そ
の
診
断
書
で
障
害
年

金
の
決
定
を
し
て
し
ま
う
こ
と
そ
の

も
の
に
疑
問
を
感
じ
ま
す
。

　

病
状
か
ら
働
け
な
い
、
働
く
こ
と

が
困
難
で
あ
る
と
い
う
事
実
が
、
生

き
る
た
め
に
は
大
き
な
障
害
で
あ
る

と
感
じ
ま
す
。

生
き
る
た
め
に
は
お
金
が
必
要

　

生
き
る
た
め
に
は
お
金
が
必
要
で

す
。

　

き
れ
い
ご
と
だ
け
で
は
済
ま
さ
れ

な
い
と
思
い
ま
す
。

　

あ
る
患
者
さ
ん
が
言
わ
れ
た
、
心

に
残
っ
た
一
言
で
す
。

　
「
優
し
い
言
葉
は
い
ら
な
い
。
な

ぐ
さ
め
も
い
ら
な
い
。
欲
し
い
の
は

お
金
な
ん
だ
。

　

医
者
か
ら
、
ど
ん
な
に
勇
気
づ
け

ら
れ
る
言
葉
を
言
わ
れ
て
も
、
君
の

味
方
に
な
る
と
言
わ
れ
た
と
し
て

も
、
生
き
る
た
め
の
金
は
な
い
。
お

金
の
な
い
み
じ
め
さ
、
辛
さ
、
死
ん

だ
ほ
う
が
ま
し
だ
」

　

警
視
庁
の
調
査
で
は
、
自
殺
の
原

因
の
ト
ッ
プ
は
、
健
康
問
題
で
す
。

次
い
で
、
経
済
、
生
活
問
題
で
す
。

病
気
を
も
ち
、働
く
こ
と
が
で
き
ず
、

日
々
の
暮
ら
し
に
困
窮
し
命
を
絶
っ

て
し
ま
う
と
い
う
悲
劇
を
起
こ
さ
な

い
た
め
に
も
、
そ
の
人
の
権
利
と
し

て
障
害
年
金
と
い
う
制
度
の
普
及
と

受
給
に
対
す
る
対
策
な
ど
を
急
が
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

社
会
保
障
制
度
と
し
て
の
公
的
年

金
の
中
の
障
害
年
金
は
、
社
会
的
な

仕
組
み
や
価
値
観
、
物
理
的
な
構
造

か
ら
生
じ
る
不
利
な
状
態
も
含
め
て

判
断
さ
れ
る
べ
き
な
の
に
、
そ
の
判
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断
の
基
準
が
医
学
的
レ
ベ
ル
に
重
き

を
置
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
問
題

だ
と
思
い
ま
す
。

　

人
が
生
き
る
上
で
何
を
ど
う
困
る

か
が
重
要
で
あ
る
の
に
、
疾
患
が
ど

れ
ほ
ど
重
症
か
に
焦
点
を
合
わ
せ
て

い
る
現
状
で
は
、
国
と
患
者
と
の
溝

は
ど
う
や
っ
て
も
埋
ま
ら
な
い
よ
う

な
気
が
し
ま
す
。

理
解
し
に
く
い
認
定
の
基
準
、

審
査
の
方
法
な
ど

　

認
定
の
基
準
、
審
査
の
方
法
、
結

果
な
ど
一
般
人
か
ら
は
理
解
で
き
な

い
こ
と
が
多
い
の
も
事
実
で
す
。
ど

の
程
度
で
あ
れ
ば
障
害
年
金
が
受
け

ら
れ
る
か
が
、
医
師
に
も
患
者
側
に

も
わ
か
ら
な
い
こ
と
な
ど
、
様
々
な
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日
々
の
努
力
の
積
み
重
ね
の
活
動

が
、
議
員
へ
と
繋
が
っ
た
の
だ
と
感

じ
ま
し
た
。

　

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
で
、
想
い

が
重
な
り
一
つ
に
な
り
大
き
な
力
に

な
っ
て
い
く
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

日
本
人
は
権
利
意
識
が
低
い
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

自
分
の
権
利
と
し
て
、
障
害
年
金

と
い
う
公
的
年
金
を
利
用
し
、
継
続

的
な
経
済
的
安
定
を
図
り
将
来
へ
の

希
望
に
つ
な
げ
て
欲
し
い
と
心
か
ら

願
い
ま
す
。

　

心
に
感
じ
る
小
さ
な
疑
問
が
、

日
々
の
生
活
の
中
で
当
た
り
前
に
な

ら
な
い
様
、
社
会
へ
の
疑
問
を
持
ち

続
け
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

先
日
、
あ
る
衆
議
院
議
員
か
ら
障

害
年
金
に
関
し
て
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
を
し

た
い
と
、
み
ん
な
ね
っ
と
に
要
請
が

が
あ
り
、
議
員
の
も
と
へ
お
と
ず
れ

ま
し
た
。

　

少
し
で
も
、
障
害
年
金
と
い
う
制

度
の
改
善
に
向
け
て
の
話
で
し
た
。

み
ん
な
ね
っ
と
の
方
々
の
想
い
と

問
題
点
が
多
く
あ
り
ま
す
。

　

病
気
に
な
り
、
そ
れ
に
伴
っ
て
生

じ
る
不
意
な
予
期
せ
ぬ
出
費
も
多
い

も
の
で
す
。

　

体
調
が
悪
く
、
公
共
交
通
機
関
を

使
え
ず
タ
ク
シ
ー
で
病
院
ま
で
行
っ

た
、
思
考
力
や
集
中
力
の
低
下
か

ら
、
車
を
壁
に
こ
す
っ
て
し
ま
っ
た

な
ど
。

生
き
る
権
利
と
し
て

公
的
年
金
を
利
用
す
る

　

日
々
の
生
活
を
営
ん
で
い
く
た
め

に
は
、
少
な
く
と
も
必
要
最
小
限
の

安
定
し
た
収
入
を
ど
う
確
保
す
る
か

と
い
う
こ
と
は
、
人
が
人
ら
し
く
生

き
る
た
め
の
最
も
重
要
な
課
題
だ
と

思
い
ま
す
。
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著者（白石）も執筆している『障害年金
というチャンス』（三五館刊）の表紙

　　　　　ご意見をお待ちしています　　　　
　＆書籍プレゼント

　来年度からも連載の継続が決まりました。
　有難うございます。今後、
こんなことを取り上げて欲
しいというご要望がありま
したら、お知らせいただけ
ればと思います。
　１年間、連載をお読み頂
きました皆さまへ、制度の
改善、意見、こんなことが
あったなど、是非ご意見を、
みんなねっとまでいただけ
ればと思います。
　なお、ご意見をいただき
ました方の中から 20 名様
に、『障害年金というチャ
ンス』（精神の診断書の点
数の計算表なども掲載され
ています）をプレゼントさせていただきます。
　ご意見については、本誌巻末の「みんなねっと投稿係　行」の
郵便はがきか、みんなねっとの投稿用メールアドレス： minnanet.
seishinhoken@outlook.jp に、書き込んでお送りください。
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を
し
て
い
た
頃
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

中
、
苦
し
く
な
っ
て
水
を
飲
み
た

か
っ
た
の
に
、
我
慢
し
て
い
た
ら
気

が
遠
く
な
っ
て
、
救
急
車
で
病
院
に

搬
送
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
時
は
〝
脱
水
〟
と
言
わ
れ
た
の

で
し
た
が
、
学
校
か
ら
精
神
科
・
心

療
内
科
へ
の
受
診
を
指
示
さ
れ
ま
し

た
。
病
名
も
治
し
方
も
よ
く
聞
い
て

い
な
い
ら
し
い
の
で
す
が
、
軽
い
安

定
剤
で
あ
る
抗
不
安
薬
を
大
量
に
処

方
さ
れ
て
い
ま
す
。
お
母
さ
ん
の
Ａ

後
、
Ｂ
君
は
通
院
を
止
め
、
付
き
添

い
だ
っ
た
お
母
さ
ん
の
Ａ
さ
ん
が
、

今
は
自
分
の
問
題
を
相
談
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
息
子
を
ど
う

理
解
す
る
か
と
か
、
自
分
の
性
格
や

考
え
方
と
行
動
の
癖
に
つ
い
て
話
し

合
う
よ
う
に
な
り
、
通
院
と
服
薬
を

し
て
お
ら
れ
ま
す
。

〈
高
校
生
の
神
経
症
〉

　

息
子
の
Ｂ
君
は
高
校
時
代
野
球
が

上
手
だ
っ
た
。
で
も
、
キ
ャ
プ
テ
ン

街の
診療所から
のお便り

増
ましもと

本　茂
し げ き

樹

連
載
130
回

〈
お
母
さ
ん
が
通
院
中
〉

　
「
ダ
メ
、
や
っ
ぱ
り
残
業
を
断
れ

ま
せ
ん
」
と
駄
々
を
こ
ね
る
よ
う
に

子
供
っ
ぽ
く
話
さ
れ
る
の
は
、
バ
ツ

イ
チ
で
病
院
勤
務
の
栄
養
士
の
Ａ
さ

ん
（
42
歳
、
女
性
）
で
す
。
彼
女
は

元
々
、
一
人
息
子
の
Ｂ
君
（
19
歳
大

学
１
年
生
）
が
学
校
や
ク
ラ
ブ
に
行

け
な
く
な
り
、
精
神
科
医
に
相
談
す

る
の
に
付
き
添
っ
て
う
ち
の
ク
リ

ニ
ッ
ク
を
訪
れ
た
の
で
す
が
、
そ
の

増本クリニック院長

・・・
周
囲
の
期
待
を
裏
切
る
こ
と
は

　
　
誰
に
と
っ
て
も
難
し
い
で
す
。・・・
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〈
学
校
に
行
け
な
い
〉

　

そ
の
後
、
Ｂ
君
は
大
都
市
の
大
学

の
野
球
部
の
監
督
か
ら
勧
誘
さ
れ
、

そ
こ
に
進
学
し
て
野
球
部
に
入
り
ま

し
た
が
、
ど
う
も
、
周
囲
の
期
待
通

り
に
は
野
球
が
で
き
な
か
っ
た
ら
し

い
。
そ
し
て
、
ク
ラ
ブ
に
も
学
校
に

も
行
け
な
く
な
っ
た
。
大
学
の
相
談

室
で
「
ク
ラ
ブ
が
怖
い
」
と
訴
え
た

た
め
か
、
紹
介
さ
れ
た
精
神
科
で
は

〝
軽
い
精
神
病
〟
と
言
わ
れ
て
、
抗

精
神
病
薬
を
処
方
さ
れ
て
い
ま
す
。

精
神
病
で
は
な
く
て
〝
一
時
の
気
の

迷
い
〟
だ
っ
た
と
し
て
も
、
少
量
の

抗
精
神
病
薬
が
助
け
に
な
る
こ
と
は

時
々
あ
る
の
で
す
が
、
Ａ
さ
ん
親
子

は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
薬
の
名
前
を

調
べ
て
、「
精
神
病
に
な
っ
た
」
と

暗
く
な
り
、
Ｂ
君
は
母
親
の
も
と
に

帰
っ
て
家
に
閉
じ
籠
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。〈

仕
事
は
で
き
る
〉

　

う
ち
へ
受
診
し
た
時
に
は
悩
み
顔

で
し
た
。

　
「
夜
は
ゲ
ー
ム
を
し
て
い
た
。
朝

起
き
に
く
い
。
俺
は
目
立
ち
た
い
や

つ
な
の
に
、
今
は
野
球
も
う
ま
く
行

か
な
い
。
何
を
頑
張
れ
ば
よ
い
の
か

分
か
ら
な
い
」

　
〝
青
年
期
の
悩
み
〟
の
一
種
で
す

よ
。
誰
で
も
、
ど
ん
な
大
人
に
な
る

か
を
自
分
で
決
め
る
も
の
で
す
。

　

Ｂ
君
は
「
お
父
さ
ん
が
い
な
か
っ

た
の
で
、
叱
っ
て
く
れ
る
人
が
い
な

か
っ
た
」な
ど
と
も
言
わ
れ
ま
し
た
。

私
は
、
大
学
を
続
け
る
か
ど
う
か

さ
ん
は
心
配
で
、
大
き
な
病
院
の
精

神
科
も
受
診
さ
せ
て
い
ま
す
。
こ
の

時
に
は
軽
い
う
つ
病
と
言
わ
れ
、
抗

う
つ
薬
を
少
し
の
処
方
で
し
た
。
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も
、
よ
く
考
え
て
自
分
で
決
め
る
よ

う
に
と
話
し
、
ま
ず
、
夜
は
良
く
寝

て
、
ち
ゃ
ん
と
食
事
を
し
て
日
常
生

活
を
整
え
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
、

と
言
っ
て
い
ま
す
。

　

３
か
月
自
宅
で
の
ん
び
り
し
た

後
、
Ｂ
君
は
早
朝
の
新
聞
配
達
を
始

め
、
半
年
後
に
は
学
生
向
け
の
奨
学

金
を
貰
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
休

学
し
て
い
て
奨
学
金
を
貰
う
の
は
、

な
ん
か
変
で
す
け
ど
ね
。

〈
ま
じ
め
な
お
母
さ
ん
〉

　

実
は
、
お
母
さ
ん
の
Ａ
さ
ん
も
あ

ち
こ
ち
の
病
院
へ
通
院
し
て
お
ら
れ

た
よ
う
で
す
。
地
域
の
心
療
内
科
や

総
合
病
院
の
内
科
へ
「
お
な
か
の
調

子
が
悪
い
」
と
言
っ
て
受
診
さ
れ
る

た
め
、
い
ろ
ん
な
検
査
を
し
て
、
い

く
ま
で
働
く
た
め
、
身
体
も
気
持
ち

も
疲
れ
、
仕
事
が
で
き
な
く
な
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
そ
し
て
、
休
み

た
い
自
分
を
責
め
る
の
で
し
た
。
実

は
、
病
院
の
食
事
時
間
は
、
以
前
は

夕
食
は
５
時
で
し
た
。こ
の
頃
で
は
、

朝
食
は
７
時
に
、
晩
御
飯
は
夕
方
６

時
に
出
す
よ
う
に
改
善
さ
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
給
食
係
は
辞
め
る
人

も
多
く
、
人
数
は
増
や
し
て
も
ら
え

ま
せ
ん
。

　
「
求
人
は
出
し
て
い
る
け
れ
ど
、

良
い
人
が
応
募
し
て
来
な
い
ん
だ
そ

う
で
す
」

　

あ
な
た
は
、
自
分
の
勤
務
時
間
が

終
わ
っ
た
後
に
も
働
か
な
い
と
仕
事

が
終
わ
ら
な
い
、
と
言
わ
れ
ま
す
。

そ
ん
な
職
場
に
応
募
す
る
人
は
少
な

い
で
し
ょ
う
ね
。
で
す
か
ら
、
ま
ず

ろ
ん
な
病
名
を
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
ま
じ
め
に
薬
を
飲
ん

で
こ
ら
れ
ま
し
た
。
で
す
か
ら
、
息

子
が
き
ち
ん
と
薬
を
飲
ま
な
く
な
っ

た
の
を
と
て
も
心
配
さ
れ
ま
す
。

　

Ａ
さ
ん
、
人
間
と
い
う
の
は
結
構

偉
い
も
の
で
、
自
分
に
良
い
も
の
は

取
り
入
れ
よ
う
と
す
る
も
の
ら
し
い

で
す
よ
。
逆
に
不
必
要
な
も
の
は
取

ろ
う
と
し
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
彼

の
動
物
的
勘
が
、
こ
の
薬
は
飲
ま
な

い
で
い
い
と
感
じ
る
の
で
し
ょ
う
。

今
は
彼
の
勘
に
乗
っ
て
様
子
を
見
ま

し
ょ
う
よ
。

〈
お
母
さ
ん
の
病
気
は
？
〉

　

Ａ
さ
ん
の
職
場
で
の
悩
み
は
、
入

院
患
者
さ
ん
に
ち
ゃ
ん
と
し
た
食
事

を
作
ろ
う
と
し
て
、
早
朝
か
ら
夜
遅



25 　街の診療所からのお便り

あ
な
た
が
無
理
な
残
業
を
止
め
る
の

が
先
で
、
そ
う
な
れ
ば
応
募
す
る
人

も
あ
る
、
と
い
う
も
の
で
す
。

〈
残
業
を
止
め
る
〉

　

そ
こ
で
Ａ
さ
ん
と
話
し
合
っ
て
、

朝
の
出
勤
時
の
６
時
か
ら
計
算
し

て
、
夕
方
４
時
に
帰
る
こ
と
を
実
行

し
、
家
で
は
仕
事
の
こ
と
は
忘
れ
よ

う
、
と
決
め
ま
し
た
。
で
も
、
や
っ

ぱ
り
次
の
受
診
時
に
は
、

　
「
ダ
メ
な
ん
で
す
。
ど
う
し
て
も

４
時
に
は
帰
れ
ま
せ
ん
」
と
言
わ
れ

ま
す
。

　

息
子
の
Ｂ
さ
ん
も
、
周
り
の
人
の

期
待
に
応
え
よ
う
と
し
て
、
自
分
で

は
意
欲
を
失
っ
て
い
た
野
球
で
頑
張

ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
、
と
思
い
込

ん
で
い
ま
し
た
ね
。
母
親
の
悩
み
方

と
息
子
の
悩
み
方
が
よ
く
似
て
い

る
、
と
思
い
ま
せ
ん
か
？　

似
た
者

親
子
で
す
ね
。

　

Ａ
さ
ん
は
了
解
さ
れ
ま
し
た
が
、

残
業
を
し
な
い
こ
と
を
自
分
で
は
上

司
に
言
え
な
い
と
言
わ
れ
ま
す
。
そ

れ
で
、「
疲
労
の
た
め
、
し
ば
ら
く

の
間
、
残
業
は
で
き
な
い
」
と
い
う

診
断
書
を
持
っ
て
行
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

〈
で
き
る
だ
け
頑
張
る
〉

　

誰
に
と
っ
て
も
、
周
囲
の
期
待
を

裏
切
る
の
は
難
し
い
の
で
す
。
Ｂ
さ

ん
は
、〝
も
う
野
球
で
頑
張
れ
な
い

と
思
っ
て
い
い
〟
と
は
考
え
ら
れ
な

か
っ
た
の
で
す
し
、親
の
Ａ
さ
ん
も
、

〝
自
分
も
休
ん
で
い
い
〟
と
は
思
え

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
周
囲
か
ら
期
待
さ
れ

た
こ
と
を
断
れ
な
い
、
と
い
う
こ
と

は
統
合
失
調
症
の
あ
る
人
で
は
強
く

起
こ
り
ま
す
。
彼
ら
は
自
分
が
仕
事

を
ど
れ
だ
け
で
き
る
か
自
信
が
あ
り

ま
せ
ん
し
、
苦
手
な
こ
と
を
ど
の
辺

ま
で
頑
張
る
も
の
な
の
か
を
判
断
す

る
の
も
、す
ご
く
下
手
で
す
。
で
も
、

す
ご
く
下
手
だ
か
ら
周
り
に
は
分
か

り
や
す
く
、〝
頑
張
ら
な
く
て
良
い

の
よ
〟
と
言
い
や
す
い
も
の
で
す
。

　

病
気
の
子
供
を
持
つ
親
も
、
自
分

が
で
き
な
い
こ
と
を
思
い
詰
め
る
こ

と
な
く
、〝
で
き
る
だ
け
頑
張
っ
て
〟

や
っ
て
行
き
た
い
も
の
で
す
。
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今
回
ご
紹
介
を
す
る
の
は
、
南
誠

一
さ
ん（
仮
名
：
70
歳
代
男
性
）で
す
。

私
は
６
年
ほ
ど
前
、
誠
実
に
家
族
会

活
動
を
し
て
い
た
南
さ
ん
の
歴
史
を

知
り
た
い
と
思
い
、
ス
ク
ー
リ
ン
グ

の
ゲ
ス
ト
講
師
に
来
て
も
ら
っ
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
際
、
幼
少
時

代
の
南
さ
ん
の
話
を
聞
き
、
多
く
の

学
生
が
涙
し
て
い
た
こ
と
を
、
忘
れ

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

知
る
こ
と
は
生
き
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　

家
族
と
し
て
の
70
年
以
上
の
経
験
を

　
　
　
　
　
　
　
　

昇
華
さ
せ
、
今
を
誠
実
に
生
き
る

（
自
ら
の
人
生
の
主
人
公
と
し
て
の
家
族
の
暮
ら
し
特
集
⑥
）

連
載
27
回

日
本
福
祉
大
学

み
ん
な
ね
っ
と
理
事

青
木
聖
久

　

後
述
し
ま
す
が
、
精
神
障
が
い
の

あ
る
お
母
さ
ん
が
近
所
か
ら
疎う

と

ま
れ

て
い
た
こ
と
を
、
小
学
生
な
が
ら
に

南
さ
ん
は
感
じ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ

で
も
、
近
所
の
人
に
南
さ
ん
は
あ
い

さ
つ
を
す
る
の
で
す
が
、
無
視
さ
れ

て
し
ま
い
ま
す
。
小
学
生
の
小
さ
な

心
を
想
像
す
る
と
、
言
葉
に
な
り
ま

せ
ん
。

自
分
が
生
ま
れ
た
頃
に
母
親
は
既
に

精
神
障
が
い
を
抱
え
て
い
た

　

南
さ
ん
が
生
ま
れ
る
前
の
南
家
は
、

お
父
さ
ん
と
お
母
さ
ん
、
２
人
の
お

姉
さ
ん
の
４
人
暮
ら
し
で
し
た
。
そ

の
よ
う
な
中
、
次
姉
さ
ん
が
７
歳
の

時
、
重
い
猩

し
ょ
う
こ
う
ね
つ

紅
熱
に
か
か
り
、
息
を

引
き
取
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
お

母
さ
ん
は
次
姉
さ
ん
の
死
を
受
け
入

れ
ら
れ
ず
、
混
乱
し
、
そ
の
こ
と
が

引
き
金
と
な
り
、
精
神
疾
患
を
発
症

さ
れ
ま
し
た
。
以
来
、
お
母
さ
ん
は

毎
日
、
次
姉
さ
ん
の
衣
服
を
胸
に
抱

い
て
泣
き
続
け
、
１
年
経
っ
て
も
家

事
が
で
き
な
か
っ
た
と
言
い
ま
す
。

　

お
母
さ
ん
は
元
々
庄
屋
の
娘
で
、

女
学
校
を
卒
業
し
て
お
り
、
い
わ
ゆ

る
裕
福
な
家
庭
で
育
ち
ま
し
た
。
習

い
事
も
ひ
と
通
り
さ
れ
、
そ
の
後
、
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大
手
の
列
車
運
行
会
社
に
勤
め
る
土

木
技
師
の
お
父
さ
ん
と
結
婚
し
た
の

で
す
か
ら
、
発
症
前
は
順

じ
ゅ
ん
ぷ
う
ま
ん
ぱ
ん

風
満
帆
の

人
生
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

転
勤
の
多
か
っ
た
南
家
で
は
、
引
っ

越
し
も
多
か
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
で

も
お
母
さ
ん
が
内
助
の
功
で
家
事
は

も
ち
ろ
ん
、
近
所
付
き
合
い
等
も
そ

つ
な
く
さ
れ
て
い
た
、
と
い
う
こ
と

を
南
さ
ん
は
後
に
聞
い
て
驚
き
ま
し

た
。
な
ぜ
な
ら
、
南
さ
ん
が
知
っ
て

い
る
お
母
さ
ん
か
ら
は
、
家
事
や
近

所
づ
き
あ
い
を
す
る
姿
を
、
想
像
で

き
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。

寂
し
さ
や
劣
等
感
、
我
が
家
や
私
は
こ

れ
か
ら
ど
う
な
る
の
か
と
い
う
恐
怖
心

　

次
姉
さ
ん
が
亡
く
な
っ
た
２
年
後

に
、南
さ
ん
は
生
ま
れ
ま
す
。し
か
し
、

南
さ
ん
の
物
心
が
つ
い
た
頃
、
お
母

さ
ん
の
症
状
は
か
な
り
重
く
な
っ
て

い
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
お
母

さ
ん
と
心
が
満
た
さ
れ
る
よ
う
な
会

話
を
し
た
記
憶
は
無
い
と
言
い
ま
す
。

お
母
さ
ん
は
、
家
事
が
で
き
ず
、
毎

日
寝
て
い
て
、
独
り
ご
と
を
つ
ぶ
や

い
て
い
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
状
態

に
あ
り
な
が
ら
も
、お
母
さ
ん
は
「
東

大
に
行
け
」
と
、
南
さ
ん
を
机
に
向

か
わ
せ
、
無
理
や
り
に
で
も
、
勉
強

を
さ
せ
た
り
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
南
さ
ん
は
そ
れ
ど
こ

ろ
で
は
な
く
、
寂
し
さ
や
劣
等
感
、

さ
ら
に
は
、「
我
が
家
や
私
は
こ
れ
か

ら
ど
う
な
る
の
か
」
と
い
う
恐
怖
心

が
付
き
ま
と
い
、
何
も
頭
に
入
ら
ず
、

勉
強
す
る
気
持
ち
に
な
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。
学
校
へ
は
ズ
ル
休
み
を
繰
り

返
し
、
そ
の
度
に
自
己
嫌
悪
に
陥
り

ま
し
た
。
そ
ん
な
南
さ
ん
を
心
配
し

て
、
友
だ
ち
や
先
生
が
自
宅
を
訪
ね

て
く
れ
て
も
、
嬉
し
い
半
面
、
片
付

い
て
い
な
い
家
を
見
ら
れ
る
の
が
恥

ず
か
し
く
、
結
局
、
一
度
も
家
に
あ

げ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

真
面
目
で
責
任
感
の
強
い
お
父
さ
ん

　

当
時
、
中
学
校
を
卒
業
す
る
と

働
く
の
が
一
般
的
で
あ
り
、
ま
た
、

厨ち
ゅ
う
ぼ
う

房
に
男
性
が
立
つ
と
い
う
こ
と
も

珍
し
い
社
会
状
況
で
し
た
。
そ
の
時
代

に
お
い
て
、
南
さ
ん
の
お
父
さ
ん
は
、

大
卒
の
エ
リ
ー
ト
社
員
だ
っ
た
の
で

す
。
真
面
目
で
責
任
感
の
強
い
お
父
さ

ん
は
当
初
、
仕
事
中
心
の
生
活
で
し
た

が
、
お
母
さ
ん
の
発
症
後
は
、
が
ら
り

と
暮
ら
し
が
変
化
し
ま
し
た
。
朝
早
く
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に
起
き
、
前
の
晩
の
後
片
付
け
を
し
た

後
、
家
族
の
朝
食
を
作
っ
て
か
ら
仕
事

に
出
か
け
、
帰
る
と
夕
食
の
準
備
、
と

い
う
ヘ
ト
ヘ
ト
に
な
る
毎
日
を
、
考
え

る
余
裕
も
な
い
中
、
必
死
に
こ
な
し
て

い
た
の
で
す
。

　

さ
ら
に
、
追
い
打
ち
を
か
け
る
出

来
事
が
起
こ
り
ま
す
。
お
母
さ
ん
の

被
害
妄
想
か
ら
、
近
所
と
大
き
な
ト

ラ
ブ
ル
に
な
り
、
お
父
さ
ん
は
退
職

を
余
儀
な
く
さ
れ
る
と
共
に
、
社
宅

も
出
な
い
と
い
け
な
い
こ
と
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
そ
の
後
、
お

父
さ
ん
は
小
さ
な
会
社
に
転
職
し
た

も
の
の
、
生
活
は
苦
し
く
、
ボ
ロ
ボ

ロ
の
背
広
に
、
底
が
パ
カ
パ
カ
の
靴

を
履
い
て
お
り
、
子
ど
も
心
に
「
お

父
さ
ん
、
可
哀
そ
う
だ
な
」
と
、
南

さ
ん
は
思
っ
て
い
ま
し
た
。

結
婚
に
つ
い
て
も
、親
族
の
な
か
で
、一

番
応
援
し
て
く
れ
た
の
が
お
父
さ
ん

　

そ
れ
で
も
お
父
さ
ん
は
、
ど
ん
な

に
辛つ

ら

く
て
も
耐
え
忍
び
、
家
族
の
安

定
と
成
長
の
た
め
に
全
力
を
振
り
絞

り
ま
し
た
。
仕
事
に
は
誠
実
に
取
り

組
み
、
会
社
の
部
下
た
ち
の
こ
と
を
、

社
長
と
ぶ
つ
か
り
な
が
ら
も
、
親
身

に
な
っ
て
守
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
月
日
が
経
ち
、
南
さ
ん

は
家
計
を
助
け
な
が
ら
も
、
国
立
の

大
学
に
見
事
合
格
し
ま
し
た
。
そ
の

時
、
お
父
さ
ん
は
大
変
喜
ん
で
く
れ

た
と
言
い
ま
す
。
で
す
が
３
年
後
、

南
さ
ん
が
突
然
、
大
学
を
辞
め
て
僧

侶
に
な
る
と
伝
え
た
と
き
、
お
父
さ

ん
は
布
団
の
中
で
泣
い
て
い
ま
し
た
。

南
さ
ん
は
仏
教
寺
院
に
４
年
間
出
家

し
、
そ
の
後
、
知
的
・
精
神
障
が
い

者
の
施
設
で
計
33
年
間
働
い
て
お
ら

れ
ま
す
。

　

そ
の
一
方
で
、
南
さ
ん
は
父
の
勧

め
で
家
族
会
活
動
に
30
歳
の
頃
か
ら

関
わ
り
始
め
、
以
来
途
絶
え
る
こ
と

な
く
継
続
し
て
い
る
の
で
す
。

　

僧
侶
を
辞
め
、
28
歳
で
施
設
に
就

職
し
て
か
ら
６
年
後
、
南
さ
ん
は
精

神
障
が
い
の
あ
る
蛍

ほ
た
る
さ
ん
（
仮
名
）

と
の
結
婚
を
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
親
族

の
な
か
で
、
一
番
応
援
し
て
く
れ
た

の
が
お
父
さ
ん
で
す
。
お
父
さ
ん
は
、

南
さ
ん
の
人
生
の
様
々
な
転
機
に
、

い
つ
も
背
中
を
押
し
て
く
れ
ま
し
た
。

蛍
さ
ん
の
純
粋
に
喜
ぶ
姿
を
見
て
、

「
人
っ
て
い
い
な
」
と

　

南
さ
ん
は
、
人
間
修
行
に
は
関
心
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が
あ
っ
た
も
の
の
、
結
婚
願
望
は
無

か
っ
た
と
言
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な

折
、
蛍
さ
ん
と
出
会
っ
た
の
で
す
。

そ
の
う
ち
、
蛍
さ
ん
の
純
粋
な
姿
に

惹ひ

か
れ
た
南
さ
ん
は
、
結
婚
を
決
意

し
ま
し
た
。
結
婚
指
輪
を
買
っ
た
時
、

蛍
さ
ん
の
純
粋
に
喜
ぶ
姿
を
見
て
、

南
さ
ん
は
「
人
っ
て
い
い
な
」
と
思
っ

た
そ
う
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
結
婚
を
直
前
に
控
え

た
頃
、
不
安
か
ら
か
、
蛍
さ
ん
は
精

神
科
に
入
院
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
蛍
さ
ん
は
、
こ
れ
で
結
婚
が
破

談
に
な
る
と
思
い
、
絶
望
感
に
打
ち

ひ
し
が
れ
た
そ
う
で
す
。
と
こ
ろ
が
、

南
さ
ん
は
面
会
に
行
き
、「
待
っ
て
い

る
か
ら
ね
」
と
伝
え
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
、
し
ば
ら
く
し
て
退
院

と
な
り
、
同
じ
年
の
２
人
は
35
歳
の

時
に
結
婚
し
た
の
で
す
。

私
が
一
番
幸
せ
だ
っ
た
の
は
、
あ
の

１
年
間
だ
っ
た

　

蛍
さ
ん
は
、
結
婚
し
て
か
ら
も
、

精
神
症
状
が
出
現
し
ま
し
た
。
あ
る

時
は
、
南
さ
ん
が
夜
勤
に
就
い
て
い

る
と
き
、「
あ
な
た
が
呼
ん
だ
で
し
ょ
」

と
言
っ
て
、
夜
中
の
３
時
頃
、
突
然

飲
食
店
に
行
っ
て
み
た
り
。
ま
た
あ

る
時
は
、
突
然
、
誰
か
に
襲
わ
れ
る

よ
う
な
感
覚
に
見
舞
わ
れ
、
窓
か
ら

外
に
大
声
で
「
助
け
て
ー
」
と
叫
ぶ

こ
と
も
あ
り
、
入
退
院
を
繰
り
返
し

た
の
で
す
。
南
さ
ん
は
、
仕
事
中
も
、

蛍
さ
ん
の
こ
と
が
気
が
か
り
で
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
あ
る
時
か
ら
蛍

さ
ん
は
目
覚
ま
し
く
回
復
し
、
近
く

の
大
学
の
食
堂
の
調
理
補
助
と
し

て
、
働
く
機
会
を
得
た
の
で
す
。
当

初
、
心
配
だ
っ
た
も
の
の
、
つ
い
に

１
か
月
間
働
き
抜
い
た
時
、
な
ん
と

蛍
さ
ん
は
ア
ル
バ
イ
ト
で
得
た
お
金

の
殆
ど
を
、
南
さ
ん
や
甥
や
姪
を
は

じ
め
、
親
し
い
人
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

代
に
使
っ
た
の
で
す
。

　

そ
の
後
、
１
年
半
た
っ
て
職
場
の

雰
囲
気
が
変
わ
っ
た
こ
と
や
、
癌が

ん

が

見
つ
か
り
、
仕
事
を
辞
め
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
で
す
が
、
亡
く
な
る
直

前
、蛍
さ
ん
は
「
私
が
一
番
幸
せ
だ
っ

た
の
は
、
あ
の
１
年
間
で
し
た
」
と
、

か
細
い
声
で
言
い
ま
し
た
。
ま
た
、

不
思
議
と
仕
事
を
し
て
い
た
期
間
は
、

精
神
症
状
が
出
る
こ
と
も
殆
ど
な
く
、

充
実
感
に
満
ち
た
表
情
だ
っ
た
そ
う

で
す
。
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再
会
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
が
、

冬
場
は
蛍
さ
ん
の
手
編
み
の
セ
ー

タ
ー
を
ず
っ
と
着
て
お
ら
れ
ま
す
。

母
の
素
朴
で
深
く
優
し
い
愛
情
に
満

ち
た
心
が
、
今
は
大
好
き
で
す

　

南
さ
ん
の
人
生
を
踏
ま
え
、
最
後

に
私
の
感
想
を
述
べ
た
い
と
思
い
ま

す
。
そ
の
前
提
と
し
て
、
南
さ
ん
は

「
自
分
が
生
ま
れ
る
前
か
ら
母
が
精
神

障
が
い
で
あ
っ
た
た
め
、
生
ま
れ
つ

き
の
『
家
族
』
と
し
て
の
立
場
の
な

か
で
、
自
分
の
考
え
方
や
価
値
観
を

形
成
し
て
い
く
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
」
と
言
い
ま
す
。

　

そ
の
南
さ
ん
は
当
時
を
振
り
返
り
、

次
の
よ
う
に
語
り
ま
し
た
。「
元
来
プ

ラ
イ
ド
が
高
く
、
多
趣
味
な
母
に
対

し
て
、
受
け
止
め
て
く
れ
る
人
が
い

癌
が
脳
に
転
移

　

蛍
さ
ん
の
癌
は
進
行
し
、
骨
や
脳

に
も
転
移
を
し
、
殆
ど
寝
た
き
り
状

態
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、

南
さ
ん
は
仕
事
に
行
か
な
い
と
な
ら

ず
、
い
つ
も
後
ろ
髪
を
ひ
か
れ
る
思

い
で
し
た
。
で
も
、
帰
宅
す
る
と
、

南
さ
ん
の
布
団
が
干
し
て
あ
っ
た
り
、

大
好
物
の
食
べ
物
が
机
の
上
に
あ
っ

た
り
。
南
さ
ん
が
涙
な
が
ら
に
お
礼

を
言
う
と
、
精
一
杯
の
力
を
込
め
て
、

蛍
さ
ん
は
微
笑
ん
だ
そ
う
で
す
。

　

そ
の
後
間
も
な
く
、
10
年
間
の
結

婚
生
活
を
終
え
、
蛍
さ
ん
は
45
歳
で

旅
立
た
れ
ま
し
た
。
南
さ
ん
は
、
蛍

さ
ん
が
亡
く
な
っ
て
か
ら
、
３
年
ぐ

ら
い
毎
日
の
よ
う
に
泣
き
続
け
た
と

言
い
ま
す
。
今
は
、
家
族
会
活
動
に

力
を
注
ぎ
、
天
国
で
の
蛍
さ
ん
と
の

た
ら
、
あ
る
い
は
、
ほ
ぼ
未
治
療
の

母
が
精
神
医
療
に
つ
な
が
っ
て
い
た

ら
、
違
っ
た
人
生
が
あ
っ
た
か
も
し

れ
ま
せ
ん
」。
さ
ら
に
、
南
さ
ん
は
続

け
ま
す
。「
娘
を
失
い
、
狂
う
ほ
ど
泣

き
続
け
た
母
の
、
素
朴
で
深
く
優
し

い
愛
情
に
満
ち
た
心
が
、
今
は
大
好

き
で
す
」
と
。

　

で
も
、
な
の
で
す
。
南
さ
ん
の
学

童
期
、
青
年
期
は
、
到
底
そ
の
よ
う

な
境
地
に
辿た

ど

り
着
け
ま
せ
ん
で
し
た
。

い
や
、
生
き
る
こ
と
が
精
一
杯
だ
っ

た
の
で
す
。

「
も
っ
と
生
き
た
か
っ
た
、
あ
り
が

と
う
」

　

南
さ
ん
に
結
婚
願
望
が
無
か
っ
た

の
は
、
幼
少
時
代
の
経
験
か
ら
、
家

庭
を
持
つ
こ
と
の
意
義
が
感
じ
ら
れ
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な
か
っ
た
か
ら
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

精
神
障
が
い
に
よ
る
生
き
づ
ら
さ
、

そ
こ
か
ら
派
生
す
る
経
済
的
困
窮
、

近
隣
と
の
関
係
。
そ
れ
ら
に
対
し
て
、

歯
を
く
い
し
ば
っ
て
生
き
る
家
族
。

　

そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
も
、
精
神

障
が
い
の
あ
る
蛍
さ
ん
と
結
婚
し
た

当
初
も
、
さ
し
て
大
き
な
希
望
は
無

か
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
と
こ

ろ
が
、
想
定
外
の
暮
ら
し
の
醍だ

い
ご
み

醐
味

を
、
蛍
さ
ん
か
ら
南
さ
ん
は
、
た
く

さ
ん
得
た
の
で
す
。「
周
囲
に
喜
ん
で

も
ら
う
こ
と
で
、
人
は
幸
せ
を
感
じ

ら
れ
る
」「
言
葉
で
自
分
の
気
持
ち
を

素
直
に
伝
え
る
こ
と
が
出
来
る
人
に

は
、
親
和
性
が
芽
生
え
る
」「
嬉
し
い

こ
と
を
言
い
合
え
る
場
が
あ
る
こ
と

は
素
敵
」。
た
だ
し
２
人
の
空
間
が
、

安
全
で
、
安
心
で
き
る
場
で
あ
っ
た

か
ら
こ
そ
、
蛍
さ
ん
は
自
分
を
表
現

す
る
こ
と
が
で
き
た
に
違
い
あ
り
ま

せ
ん
。
生
涯
の
内
に
、
ほ
っ
と
で
き

る
場
や
時
間
が
得
ら
れ
る
こ
と
は
、

何
事
に
も
代
え
が
た
い
幸
せ
で
あ
る

こ
と
を
、
南
さ
ん
は
体
感
し
て
お
ら

れ
ま
す
。

　

他
者
に
対
し
て
、
迷
惑
を
か
け
ず
、

気
を
つ
か
え
る
人
は
尊
い
で
す
。
し

か
し
、
自
分
が
楽
し
め
て
い
な
い
人

は
、
周
囲
か
ら
見
れ
ば
、
ど
こ
か
肩

の
凝
る
人
に
映
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

過
去
の
苦
し
い
経
験
は
、
も
ち
ろ
ん

将
来
の
糧か

て

に
な
り
得
ま
す
。
た
だ
し
、

そ
れ
は
後
に
、
自
ら
が
心
の
底
か
ら

満
た
さ
れ
る
時
間
が
伴
っ
て
の
こ
と

で
す
。
南
さ
ん
は
、
蛍
さ
ん
と
の
時

間
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
過
去
の
苦

し
か
っ
た
出
来
事
に
正
面
か
ら
向
き

合
う
こ
と
が
で
き
、
自
ら
の
成
長
の

奇
跡
と
し
て
語
る
こ
と
が
出
来
て
い

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

最さ
い
ご期
に
、
言
葉
を
発
す
る
こ
と
も

苦
し
く
な
っ
た
蛍
さ
ん
は
、
南
さ
ん

の
顔
を
触
り
、
意
思
疎そ

つ
う通

を
は
か
り

な
が
ら
言
い
ま
し
た
。「
も
っ
と
生
き

た
か
っ
た
、
あ
り
が
と
う
」
…
。

（
あ
お
き 

き
よ
ひ
さ
）
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す
。

　

読
み
進
む
う
ち
に
自
分
の
子
供
の

頃
の
囲
炉
裏
端
や
丸
い
ち
ゃ
ぶ
台
を

囲
ん
で
の
家
族
の
有
り
様
を
思
い
起

こ
し
ま
し
た
。

　

全
文
コ
ピ
ー
し
フ
ァ
イ
ル
し
て
今

後
の
指
針
に
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
も
う
少
し
心
に
ゆ
と
り
を

持
っ
て
子
供
達
に
も
周
囲
に
も
接
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◆
佐
賀
県　

エ
ン
ジ
ェ
ル　

本
人

（
50
代
）

　

み
ん
な
ね
っ
と
12
月
号
の
特
集
の

山
本
昌
知
先
生
の
記
事
が
と
て
も
参

考
に
な
り
、
楽
し
く
読
ま
せ
て
頂
き

ま
し
た
。

　

都
会
の
よ
う
に
ビ
ル
な
ど
は
な
い

こ
の
伊
万
里
と
い
う
町
に
住
ん
で
い

ま
す
。
若
い
こ
ろ
は
都
会
で
も
生
活

し
て
い
ま
し
た
が
…
。（
笑
）
や
は

り
心
が
つ
か
れ
た
時
は
特
集
で
山
本

「
み
ん
な
ね
っ
と
」の
感
想

◆
熊
本
県　

松
岡
一
昭　

家
族
（
60

代
）

　

12
月
号
特
集
山
本
昌
知
先
生
の
お

話
に
は
本
当
に
感
動
い
た
し
ま
し

た
。

　

病
気
の
子
を
持
つ
親
と
し
て
改
め

て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

全
て
の
人
が
立
ち
還
る
べ
き
普
遍

的
な
原
点
が
、
ま
た
い
つ
の
間
に
か

忘
れ
て
し
ま
っ
た
大
切
な
物
が
あ
る

と
い
う
事
に
気
付
か
さ
れ
る
内
容
で

読者のページ

わ
みんなの

「みんなのわ」は、読者のみなさ
んからのお便りや投稿を中心
にご紹介するコーナーです。

○○○○○○○○○みんなのわ○○

先
生
が
書
か
れ
て
い
た
よ
う
に
自
然

と
ふ
れ
あ
う
事
が
大
切
と
あ
り
ま
し

た
ね
。

　

私
も
そ
う
思
い
今
を
過
ご
し
て
い

ま
す
。
空
は
自
然
か
ら
の
パ
ワ
ー
は

癒
さ
れ
ま
す
ね
。
後
は
お
花
も
い
い

で
す
ネ
！

　

ち
ょ
っ
と
し
た
や
さ
し
い
声
か
け

で
生
き
て
い
ら
れ
た
私
が
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

日
常
生
活　
　

◆
愛
知
県　

上
口
倫
央　

本
人
（
40

代
）

　

ぼ
く
は
統
合
失
調
症
で
当
事
者
で

す
。
中
学
３
年
生
に
な
っ
て
す
ぐ
の

５
月
、
な
に
か
い
ま
ま
で
と
ち
が
う

と
思
い
、
自
分
で
ど
う
に
か
で
き
る

と
思
っ
て
半
年
、
ど
う
し
よ
う
も
な

い
と
思
い
、
親
に
精
神
科
に
つ
れ
て

い
っ
て
欲
し
い
と
い
い
ま
し
た
。

　

そ
れ
以
こ
う
精
神
科
を
か
え
た
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な
気
が
し
て
家
族
会
の
人
や
そ
の
こ

と
を
言
え
る
人
に
は
言
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
前
向
き
に
か
ん
が

え
な
が
ら
病
気
と
う
ま
く
つ
き
あ
い

な
が
ら
す
ご
し
て
行
き
た
い
で
す
。

◆
熊
本
県　

清
島
聖
也　

本
人
（
40

代
）

　

私
は
統
合
失
調
症
に
な
っ
て
８
年

経
ち
ま
す
。

　

今
は
寛
解
状
態
で
家
か
ら
車
で
15

分
の
と
こ
ろ
に
あ
る
き
ぼ
う
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
軽
作
業
を
し
て
い
ま
す
。

ス
タ
ッ
フ
や
他
の
メ
ン
バ
ー
の
方
は

優
し
く
て
明
る
い
で
す
。

　

今
年
の
目
標
は
「
書
く
」
こ
と
で

す
。
２
月
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
レ
タ
ー

に
文
書
を
書
き
ま
し
た
。

　

今
年
の
６
月
に
あ
る
熊
本
県
連
家

族
大
会
の
時
に
配
布
さ
れ
る
「
き
ぼ

う
」
誌
に
も
「
私
の
45
年
と
い
う
テ

ー
マ
で
文
章
を
書
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
」

り
、
行
か
な
か
っ
た
り
、
入
院
し
て
保

護
室
に
も
入
り
ま
し
た
。
薬
も
の
ん
だ

り
の
ま
な
か
っ
た
り
で
、
あ
ば
れ
た
こ

と
も
な
ん
ど
も
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
日
常
を
10
年
以
上
つ
づ
け
て

25
さ
い
の
時
家
族
会
で
仕
事
を
も
ら
っ

て
き
て
も
ら
い
、
そ
の
時
か
ら
自
分
の

中
で
か
わ
っ
て
き
て
人
と
い
ろ
い
ろ
し

ゃ
べ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
そ
れ
か

ら
調
子
が
よ
く
な
っ
た
気
が
し
ま

す
。

　

そ
れ
か
ら
10
す
う
年
た
っ
た
い

ま
、
今
年
病
気
に
な
っ
て
30
年
た
っ

た
今
、
30
年
た
っ
た
ん
だ
と
、
し
ん

み
り
す
る
よ
り
も
な
ん
か
明
る
く
30

周
年
と
言
っ
た
ほ
う
が
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

○○○○○○○○○みんなのわ○○

◆山梨県　羽田京子　本人（50代）
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私
は
症
状
の
波
が
激
し
い
の
で
波

を
小
さ
く
し
た
い
と
思
い
、
家
族
や

ス
タ
ッ
フ
と
日
々
小
さ
く
な
る
こ
と

を
目
標
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

私
は
家
族
、
ス
タ
ッ
フ
、
メ
ン
バ

ー
の
方
と
一
緒
に
幸
福
に
な
り
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
読
ん
で
い
た

だ
い
た
方
の
幸
福
を
祈
っ
て
お
り
ま

す
。
最
後
に
今
年
一
年
健
康
に
過
ご

せ
る
よ
う
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
山
梨
県　

羽
田
京
子　

本
人
（
50

代
）

　

み
ん
な
ね
っ
と
を
毎
月
楽
し
み
に

読
ん
で
い
ま
す
。

　

私
は
中
学
一
年
生
か
ら
病
気
に
な

り
、
入
退
院
を
繰
り
返
し
院
内
で
は

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

人
は
簡
単
に
言
う
け
れ
ど
病
気
と

の
闘
い
は
大
変
で
す
。

　

い
ま
ま
で
17
社
の
仕
事
の
体
験
も

感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

今
の
と
こ
ろ
息
子
は
薬
を
飲
ん
で

ま
す
の
で
問
題
行
動
は
お
こ
し
て
ま

せ
ん
が
、
話
す
の
を
い
や
が
っ
て
い

る
様
子
で
困
っ
て
い
ま
す
。

　

今
の
病
院
は
や
っ
と
引
き
受
け
て

く
だ
さ
る
先
生
が
現
れ
、
い
い
先
生

で
あ
り
が
た
く
思
っ
て
い
ま
す
。

◆
神
奈
川
県　

M
O
TO
KO

　

本
人

（
50
代
）

　

私
は
統
合
失
調
症
の
患
者
で
す
。

身
体
障
碍
者
の
父
と
不
調
を
訴
え
る

母
と
の
３
人
暮
ら
し
で
す
。

　

自
分
の
病
気
と
折
り
合
い
を
つ
け

な
が
ら
両
親
の
手
助
け
を
せ
ざ
る
を

得
な
い
今
日
こ
の
頃
。

　

今
は
介
護
と
呼
べ
る
程
の
大
そ
れ

た
こ
と
は
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
近
い

将
来
に
我
が
家
は
老
々
介
護
＆
病
老

介
護
の
状
況
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

で
も
、
そ
れ
で
も
い
い
か
ら
お
父

さ
ん
お
母
さ
ん
、
長
生
き
し
て
く
だ

あ
り
ま
す
が
、
今
は
地
域
活
動
支
援

セ
ン
タ
ー
に
通
っ
て
い
ま
す
。

　

私
は
ス
ト
レ
ス
を
ノ
ー
ト
に
書
き

43
冊
目
に
な
り
ま
し
た
。

　

ノ
ー
ト
を
読
み
返
し
な
が
ら
人
生

を
考
え
て
い
ま
す
。

　

Ａ
Ｃ
Ｔ
山
梨
を
立
ち
上
げ
る
と

き
、
そ
の
一
員
に
な
っ
て
い
た
い
で

す
。

　

こ
れ
か
ら
も
み
ん
な
ね
っ
と
を
読

み
勉
強
し
て
行
き
た
い
で
す
。

◆
長
崎
県　

松
尾
美
代
子　

家
族

（
70
代
）

　

北
村
昌
紀
さ
ん
の
最
終
回
も
読
ま

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

私
の
息
子
（
41
歳
）
は
現
在
私
の

弟
の
家
で
私
と
い
っ
し
ょ
に
お
世
話

に
な
っ
て
ま
す
。

　

こ
れ
迄
精
神
病
院
に
他
へ
移
っ
て

く
れ
と
言
わ
れ
た
り
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
も
受
け
入
れ
て
も
ら
え
な
か
っ
た

り
、
つ
く
づ
く
精
神
病
の
大
変
さ
を

○○○○○○○○○みんなのわ○○
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め
ま
し
た
。
重
度
障
害
者
と
し
て
低

収
入
の
障
害
者
雇
用
で
働
く
し
か
な

い
息
子
。

　

身
の
回
り
の
世
話
に
時
間
が
と
ら

れ
、
感
謝
よ
り
も
不
満
・
文
句
を
ぶ

つ
け
る
息
子
。

　

親
の
人
生
を
犠
牲
に
し
て
ま
で
世

話
を
す
る
こ
と
に
疑
問
を
も
っ
て
い

ま
す
。

◆
茨
城
県　

小
畑
陽
子　

本
人
（
30

代
）

　

新
年
に
抱
く
私
の
目
標

　

昨
年
は
私
は
作
業
所
か
ら
パ
ー
ト

に
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
で
き
た
１
年
で

し
た
。

　

パ
ー
ト
の
仕
事
内
容
は
老
人
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
で
の
看
護
、
主
に
マ
ッ
サ

ー
ジ
の
施
術
で
す
。

　

初
め
て
他
人
を
マ
ッ
サ
ー
ジ
さ
せ

て
頂
く
と
い
う
経
験
を
し
て
自
分
の

心
が
満
た
さ
れ
て
平
穏
に
な
っ
て
い

く
感
覚
を
え
ま
し
た
。

さ
い
。

　

お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
が
生
き
て
い

て
く
れ
る
だ
け
で
私
は
心
強
い
か

ら
。

◆
京
都
府　

う
さ
こ　

家
族（
70
代
）

　

息
子
が
て
ん
か
ん
で
発
病
し
て
20

年
に
な
り
ま
す
。

　

高
校
生
徒
会
長
、
専
門
学
校
、
編

入
の
大
学
で
成
績
も
人
望
も
ト
ッ
プ

で
、
大
学
卒
業
半
年
前
に
大
学
院
入

学
が
決
ま
り
残
り
半
年
で
大
学
の
卒

業
論
文
の
仕
上
げ
に
か
か
り
ま
し

た
。

　

そ
し
て
突
然
倒
れ
、
大
学
は
休

学
。
私
が
学
校
と
交
渉
し
て
、
卒
業

論
文
を
私
の
サ
ポ
ー
ト
で
仕
上
げ
て

卒
業
。
私
は
仕
事
を
続
け
な
が
ら
大

学
院
の
修
士
は
何
と
か
私
の
サ
ポ
ー

ト
で
終
了
。
ア
メ
リ
カ
の
交
換
留
学

生
に
決
ま
っ
て
い
た
４
年
間
の
夢
は

つ
ぶ
れ
ま
し
た
。

　

私
も
定
年
退
職
後
の
税
理
士
を
諦

○○○○○○○○○みんなのわ○○

　

純
粋
に
相
手
に
喜
ん
で
も
ら
う
事

だ
け
を
考
え
て
仕
事
が
で
き
る
と
い

う
の
は
幸
せ
な
こ
と
で
す
。

　

私
な
ん
か
で
こ
の
仕
事
が
務
ま
る

だ
ろ
う
か
と
思
い
悩
ん
だ
り
も
あ
り

ま
し
た
が
、
ど
う
に
か
細
々
な
が
ら

も
１
年
続
け
ら
れ
た
こ
と
は
私
の
中

で
小
さ
な
自
信
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
８
年
前
向
き
な
現
状
維
持

を
目
標
に
、
今
任
せ
ら
れ
て
い
る
シ

フ
ト
や
家
庭
で
の
役
割
を
着
実
に
遂

行
で
き
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
き
た

い
な
と
思
い
ま
す
。

　

あ
と
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
本
、

新
聞
を
使
っ
た
学
び
も
大
切
に
大
変

な
中
で
も
自
分
に
で
き
る
祭
壇
減
の

努
力
を
怠
ら
な
い
生
活
を
し
た
い
で

す
。

◆
熊
本
県　

青
木
ゆ
き　

本
人
（
30

代
）

　
「
艶
歌
歌
手　

青
木
ゆ
き
の
一
言
」

　

僕
は
20
才
の
時
に
頭
の
病
気
に
罹
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り
、
仕
事
も
出
来
ず
に
今
ま
で
皿
洗

い
な
ど
を
し
て
暮
ら
し
て
き
ま
し

た
。

　

今
か
ら
３
年
半
程
前
に
歌
の
有
名

な
あ
る
先
生
に
「
お
前
は
歌
の
大
会

や
歌
の
発
表
会
な
ど
に
は
全
部
出
る

様
に
」
と
言
わ
れ
、
そ
の
日
か
ら
歌

の
世
界
に
入
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
は
歌
を
上
手
く
唄
っ
て

先
輩
や
関
係
者
に
認
め
て
も
ら
い
歌

が
上
手
く
な
っ
た
ら
皆
に
応
援
し
て

も
ら
お
う
と
思
い
、
今
ま
で
３
年
半

ほ
ど
歌
を
一
生
懸
命
勉
強
し
て
３
年

半
経
っ
た
今
で
は
名
前
も
売
れ
３
流

の
歌
手
と
は
一
緒
に
歌
う
気
に
な
り

ま
せ
ん
。

　

も
う
、そ
こ
ま
で
成
長
し
た
の
で
、

ず
い
ぶ
ん
自
分
を
応
援
す
る
人
が
増

え
た
の
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た

が
、
僕
の
周
り
の
人
や
関
係
者
た
ち

は
自
分
の
考
え
と
は
全
く
逆
で
、
ほ

と
ん
ど
の
人
が
僕
に
対
し
て
「
ね
た

み
」
や
「
う
ら
み
」
を
持
っ
て
い
る

と
い
う
事
が
最
近
よ
く
判
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
僕
の
場
合
で
は
歌
が
う
ま

い
だ
け
で
は
ど
う
に
も
出
来
な
い
こ

の
「
か
べ
」
は
破
れ
に
く
い
、
今
自

分
が
思
う
に
は
、
自
分
自
身
に
「
何

か
が
欠
け
て
い
る
」
と
思
う
よ
う
に

成
り
、
そ
の
何
か
が
判
ら
ず
今
も
悩

ん
で
い
ま
す
。

　

今
、
僕
自
身
に
何
が
欠
け
て
い
る

か
、
皆
さ
ん
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

詩　

◆
福
島
県　

サ
ー
の
称
号　

本
人

（
30
代
）

　
【
彼
女
の
お
か
げ
で
ハ
ッ
ピ
ー
に
】

彼
女
は
僕
の
姿
を
み
つ
け
る
と
あ
り

っ
た
け
の
笑
顔
を
送
っ
て
く
れ
る

そ
れ
に
合
わ
せ
て
僕
も
あ
り
っ
た
け

の
笑
顔
を
返
す

「
お
は
よ
う
」
と
彼
女
が
言
う
と
僕

も
「
お
は
よ
う
」

こ
れ
だ
け
で
一
日
が
ハ
ッ
ピ
ー
に
な

る
　
【
人
生
は
す
ご
ろ
く
】

人
生
は
生
ま
れ
て
か
ら
死
ぬ
ま
で
選

択
の
連
続
だ

誰
に
も
縛
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
で
実

は
選
択
肢
が
無
限
に
存
在
す
る
す
ご

ろ
く
を
し
て
い
る
の
だ

そ
の
す
ご
ろ
く
は
ま
さ
に
で
た
ら
め

確
率
な
ん
て
あ
て
に
な
ら
な
い

自
分
の
勘
で
駒
を
進
め
ろ

◆
愛
媛
県　

高
松
紀
夫　

本
人
（
40

代
）

　
『
心
の
ギ
タ
ー
』

不
安
で
た
ま
ら
な
い
時
が
あ
る

寂
し
さ
に
お
そ
わ
れ
る
時
が
あ
る

そ
ん
な
時
僕
は
ギ
タ
ー
を
弾
く

簡
単
な
メ
ロ
デ
ィ
ー
や
コ
ー
ド
を
弾

い
て
い
る
う
ち
に
気
分
が
晴
れ
て
く

るま
た
頑
張
ろ
う
と
い
う
気
持
ち
に
な

れ
る
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だ
か
ら
僕
は
い
つ
も
傍
ら
に
ギ
タ
ー

を
置
い
て
い
る

◆
愛
媛
県　

愛　

本
人
（
50
代
）

天
高
く

　
　

朝
顔
咲
き
て

　
　
　
　

つ
ぼ
み
有
り

昼
下
が
り

　
　

仲
良
く
爆
睡

　
　
　
　

ハ
ム
ス
タ
ー

◆
神
奈
川
県　

チ
ャ
ン
ス　

本
人

（
50
代
）

あ
り
が
と
う

今
私
は
こ
の
言
葉
の
意
味
を
じ
っ
く

り
か
み
し
め
て
い
ま
す

病
気
の
神
様
病
気
に
な
っ
て

何
よ
り
も
素
晴
ら
し
い
友
人
に
巡
り

あ
わ
せ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う

生
き
て
い
る
こ
と
の
幸
せ
喜
び
尊
さ

に
気
づ
か
せ
て
く
れ
て
本
当
に
あ
り

が
と
う

今
自
分
が
こ
こ
に
い
る
の
も

そ
う
・
う
つ
を
乗
り
越
え
て
こ
れ
た

の
も
す
べ
て
家
族
の
お
か
げ
で
す

わ
た
し
に
勇
気
と
希
望
そ
し
て
愛
を

与
え
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う

　
「
読
者
の
皆
様
へ
」

　
当
会
で
は
本
誌
内
容
に
つ
い
て
、
執
筆

者
へ
の
直
接
の
お
取
り
次
ぎ
は
致
し
て
お

り
ま
せ
ん
。
内
容
に
つ
い
て
の
ご
意
見
ご

感
想
等
は
、
投
稿
と
し
て
お
寄
せ
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。
ま
た
、「
み
ん
な
の
わ
」

コ
ー
ナ
ー
に
お
送
り
い
た
だ
い
た
各
種
文

書
、
作
品
等
は
原
則
と
し
て
お
返
し
致
し

ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

原稿を募集しています
メールでの原稿募集を始めました。

アドレス： minnanet.seishinhoken@outlook.jp
・「みんなのわ」コーナー（300 ～ 350 字程度）
・「地域の話題」コーナ―へ皆様の原稿をお寄
　せ下さい！（1000 ～ 1200 字程度）
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編集後記

編
集
後
記

【「みんなのわ」へメールで投稿できます】読者のページ（みんなのわ）
への投稿がメールでできるようになりました。投稿のメールアドレ
スは minnanet.seishinhoken@outlook.jp です。※投稿される
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なお、ペンネームで投稿される方はペンネームをお書きください。

■
み
な
さ
ん
の
な
か
で
も
、
何

ら
か
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ

ー
キ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス(

Ｓ
Ｎ
Ｓ)

を
利
用
し
て
い
る
人
は
多
い
と

思
い
ま
す
。

　

LINE

やT
w
i
t
t
e
r
,
F
a
c
e
b
o
o
k

な
ど
つ
な
が
っ
て
い
る
人
に
よ

っ
て
の
使
い
分
け
が
当
た
り
前

に
な
っ
て
い
ま
す
。
い
つ
で
も

ど
こ
で
も
タ
イ
ム
リ
ー
に
つ
な

が
る
こ
と
は
便
利
で
助
か
る
こ

と
も
多
い
も
の
で
す
。
写
真
な

ど
の
映
像
で
は
刺
激
を
受
け
た

り
も
し
ま
す
。「
い
い
ね
」
や
ツ

イ
ー
ト
な
ど
の
反
応
が
あ
っ
て

も
無
く
て
も
気
に
な
っ
た
り
も

し
ま
す
。

　

人
は
自
分
が
得
ら
れ
る
情
報

か
ら
、
そ
の
事
柄
の
全
体
像
を

把
握
し
よ
う
と
し
ま
す
。

　

し
か
し
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
場
合
、

ほ
ん
の
一
部
分
の
切
り
取
り
や

断
片
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

の
た
め
に
、
同
じ
言
葉
が
受
取

り
手
の
先
入
観
、
背
景
に
よ
っ

て
、
発
信
者
の
思
い
（
意
図
）

を
超
え
て
解
釈
さ
れ
る
こ
と
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。
卑
屈
に
な

っ
て
い
る
人
は
自
慢
に
思
え
る

で
し
ょ
う
し
、
上
か
ら
目
線
の

人
は
馬
鹿
に
し
て
い
る
の
で
愚

か
に
感
じ
、
敵
意
を
持
っ
て
い

る
人
は
嫌
味
に
感
じ
、
尊
敬
し

て
い
る
人
に
対
し
て
な
ら
格
言

に
聞
こ
え
る
で
し
ょ
う
。

　

見
栄
え
の
い
い
写
真
や
短
い

文
字
の
羅
列
で
は
伝
え
き
れ
な

い
こ
と
が
あ
る
こ
と
を
理
解
し

な
が
ら
利
用
す
る
こ
と
も
大
切

で
す
。

　

み
ん
な
ね
っ
と
も
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を

使
っ
て
い
ま
す
。
本
誌
や
メ
ル

マ
ガ
と
併
せ
て
、
つ
な
が
る
こ

と
に
疲
弊
し
な
い
よ
う
に
上
手

く
活
用
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　

（
小
幡
）



みんなねっとのホームページではメールマガジンを発行しています ( 無
料 )。当会の活動だけでなく、各都道府県連の情報なども随時お知らせす
るメルマガになっています。ぜひ、ご登録ください。詳しくはホームペー
ジをご覧ください（「みんなねっと」で検索ください）。

「みんなねっと」の
ホームページをご覧ください

「みんなねっと」電話相談のご案内
TEL：03-6907-9212　受付時間：水曜日 10時～15時

※祝日と重なった場合はお休みです。※お昼（12時～13時）はお休みをいただきます。

☆メルマガ会員募集中（無料）☆
「みんなねっと」で検索！
http://seishinhoken.jp/

LINE公式アカウント【＠minnanet】

■友だち追加の方法
①ＱＲコードから
LINE アプリを起動し
「その他」→
「友だち追加」→
「QRコード」からQRコードを
読み取り「追加」をタップ
② ID検索から
LINE アプリを起動し
「公式アカウント」→ 虫眼鏡マー
ク → みんなねっと と検索し「追加」を
タップ

公式ツイッター【＠minnanet】

■フォローの方法
Twitter ページより
「＠minnanet」で検索
→プロフィールページへ行き、
プロフィール画像のすぐ下に
ある「フォローする」をタップ

ご登録！
お待ちしています

《編集理念の刷新について》
　昨年の 11 月 13 日に開かれた本誌の編集会議
では、平成 29 年度事業計画に基づいて平成 30
年４月からの本誌の編集のあり方についての検討
がなされました。
◆編集委員会の構成員
　現在の編集委員会は、谷安正氏（編集業者）、
飯塚壽美理事、小幡事務局長をはじめとするみん
なねっと事務局の職員、それに編集長の役をいた
だいている理事野村忠良で構成されています。
　いまのところ、このメンバーで月々の編集内容
を決めていますが、今後、様々な視点を取り入れ
るために、陣容を充実させてゆく予定です。
◆月刊誌みんなねっとの現状
①家族会の機関誌として
　これまでの月刊誌は、家族会につながった統合
失調やうつ病などの重い精神疾患をもつ当事者の
方々を支えているご家族を主な対象にして、精神
保健医療福祉の情報を伝えたり、ご家族や当事者
の方々が置かれている実態を手記にして掲載した
りという編集をしてきました。家族会内部の機関
誌という存在でした。
②発行部数の減少
　近年、問題となってきたのは本誌の発行部数の
減少です。「みんなねっと」誌は現在１万２千部
あまりで、この部数は月刊誌の発行をはじめ、み
んなねっとの安定した運営を維持する生命線に
なっています。
　減少傾向には、全国の家族会の衰退傾向が大き
く影響しています。高齢化した役員が引退し、新
しい家族の入会が少ない問題にもつながっている
のです。
③基盤としての家族会の衰退
　家族会は、50 年くらい前に、重い統合失調症
などの精神障害を有する方々の家族が、精神科病
院や地域で集まって立ち上げ発展してきました
が、現在では社会の様子が当時とはすっかり変
わっています。家族会に入らなくてもインター
ネットの普及で知識が自宅で簡単に得られるよう
になり、地域に精神科クリニックも増え、入院す
る患者数も日数も少なくなりました。
　そのために、いまどき家族会に入会する人は、
孤独感、不安感、家族の精神症状などのストレス
に耐えられない人や、診療のあり方等に疑問があ
るのに、どこに相談しても納得がいかなくて、よ
うやく家族会にたどり着いて安堵した人たち、し
かも地域の精神障害者の家族会という世間の偏見
の対象となる団体であっても入会を必要とする人

たちなのです。わずかな数の人でしかありません。
　一方で、家族会を支えてきた多くの古参の会員
たちは、高齢となり動けなくなって毎年抜けてゆ
きます。その結果、各地で家族会の解散が見られ
るようになりました。
　このことが、いま、月刊誌の購読者数に大きく影
響しています。高齢のために読めなくなったという
理由での購読中止の連絡が、たくさん来ています。
◆新しい月刊誌のあり方
　みんなねっとでは、この時節を捉えて月刊誌の
役割の転向を図ることが大切と考え編集員会を中
心に検討した結果、次のような方向が提案され、
取り組むことになりました。
　①一般市民の日常の精神保健・福祉状況のなか
に暮らす、一市民の立場にも立つ視点で編集する
ように努めます。そして、精神障害の当事者の家
族の実態も良く知っている実体験のある市民とし
ての立場から、②精神保健・福祉の面で、すべて
の市民にとってのより良い社会の実現に向けて有
益な情報を提供します。
　例えば新年度では、
＊家族とひとくくりにせず、多様な立場の状況を
　伝える
＊統合失調症圏のみならず、双極性や発達障害な
　ど広義の精神障害にもスポットを当てていく
＊就労などの働くことについての現状などにも目
　をむけます
＊声を発することが難しい児童生徒等の教育につ
　いて考える
◆リニューアルした月刊みんなねっと誌編集委員
　会の今後の使命
　編集委員会では、今後の使命を次のように考え
ています。
①社会の「偏見の除去」をはじめとする諸課題の
改善を進めるために、一般市民の立場に立つ
②社会の精神保健・福祉の課題を、一般市民自身
の課題として理解しやすく伝える
③読者と賛助会員を一般市民の精神保健・福祉に
関心のある人々の間にも拡大する
④この月刊誌を、日本の社会の精神保健・福祉面
での改革のために欠くことのできない重要な情報
源の一つとし、改革の意欲と関心のある人々に愛
される刊行物となるように努める

＊　＊　＊
　月刊みんなねっと誌が一人でも多くの市民に届
けられ、より良い社会の実現に貢献できますよう、
ご購読と読者の拡大にご協力くださいますよう、
お願いいたします。

平成 30年４月号からの編集方針について（検討結果のご報告）
月刊みんなねっと編集委員会より　
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全国の家族と家族会をつなぐ機関誌
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害
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局
長
橋
口
亜
希
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さ
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聴
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■
事
例
か
ら
み
る
精
神
障
害
者
の
障
害
年
金
の
実
際（
白
石
美
佐
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）連
載
12「
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会
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と
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害
年
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た
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」

■
知
る
こ
と
は
生
き
る
こ
と（
青
木
聖
久
）
連
載
27
回

　
家
族
と
し
て
の
70
年
以
上
の
経
験
を
昇
華
さ
せ
、
今
を
誠
実
に
生
き
る

　《
自
ら
の
人
生
の
主
人
公
と
し
て
の
家
族
の
暮
ら
し
特
集
⑥
》

公益社団法人 全国精神保健福祉会連合会（みんなねっと）
tel 03－6907－9211 ／ fax 03－3987－5466
ホームページ　http://www.seishinhoken.jp

問い合わせ先

☆家族相談ハンドブック　Ａ４判・76頁・定価７００円（送料込）

【内容】家族による家族支援／精神障がい者の状況／精神障がい者家族の状況／家族相談の
意義と特徴／家族相談の目標／家族相談の留意点／相談実習の進め方／家族相談の方法／
新しく家族相談事業を立ち上げたいときは／家族相談員の養成／家族相談の事例

家族相談のテキストができました！　家族会からの注文は1冊500円に割引

☆家族会運営のてびき　Ａ４判・100頁・定価８００円（送料込）
家族会の設置から運営の仕方まで家族会の活性化に役立つ「てびき」ができま
した！　会報や案内パンフなどの見本の資料ページもあり、家族会とつながり
のある支援機関でもぜひご活用を！【内容】精神障がい者家族会とは／家族会
活動をおこなおう／運営・活動費（財政基盤）について／家族会の組織強化をし
よう／地域にとけこむ活動への積極的参加／新しい家族を家族会につなげよ
う／新しく家族会を立ち上げよう／支援者・関係者の方々へ／資料編

家族会からの注文は1冊600円に割引します

家族会員・支援者のための

精神疾患がある人や家族に役立つ出版物

社会資源ハンドブック
精神障がい者と家族に役立つ

改訂版

【内容】医療に関する制度／地域で生活するための支援／日中活動の
場、就労や復学の支援／経済的な支援を受けたいとき／財産の活用
や保護、法的な支援など／家族が情報を得る、相談できるところ

Ｂ５判・180頁・定価１４００円（送料込）

精神障がい者家族相談事例集 Ａ４判・112 頁
定価 1000 円
　（別途送料）
好評発売中‼

本書は、全国から寄せられた家族による相談事例の中から32事例を掲載しま
した。事例を、日常生活、医療、家族会、家族依存、地域連携、親亡き後、制度の七
つに分類し、それにコメントを加えた初めての家族相談事例集です。同じ家族
としての立場から相談にのり、情報を伝え、家族会につなげていく活動は家族
会の原点ともいえます。みなさんの活動に役立てていただければと思います。

家族相談の活動は家族会の原点です


